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取手市と住宅◎都市整備公団は，市の西部地区に拠点都市機能を

持ちヲ　良好な居住環境を有する住宅の供給を行うための特定土地区

画整理事業を進めております。その事業予定地内の下高井地区に

は，埋蔵文化財包蔵地である大山‡遺跡が所在しております。

財団法人茨城県教育財団は，住宅⑳都市整備公団から開発地内の

埋蔵文化財発掘調査事業について委託契約を受け，平成8年4月か

ら平成8年9月にかけて発掘調査を実施してまいりました。

本書はタ　平成8年度に調査を実施した大山‡遺跡の調査成果を収

録したものであります。本書が学術的な研究資料としてはもとよ

り，郷土の歴史の理解を深め，ひいては教育◎文化の向上の一助と

して，活用されることを希望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたり，委託者である住宅◎

都市整備公団からいただいた多大な御協力に対し，心から感謝申し

上げます。

またタ　茨城県教育委員会夕　取手市教育委員会をはじめ，関係各機

関及び関係各位から御指導，御協力を賜りましたことにタ　衷心より

感謝の意を表します。

平成9年6月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本
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取手都市計画事
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に伴う事前調査

所収遺 跡名 種　 別 主な時代 主　　 な　　 遺　 構 主　 な　 遺　 物 特記事項

大山 I 遺跡 集落跡 古墳 時代 竪 穴 住 居 跡　　 25軒 土師器，土製品，石 古墳時代前期の集

竪　 穴　 遺　 構　　 3基 製品　 鉄製品，ガラ

ス小玉

落跡である。



凡

1大山I遺跡の調査区設定は，日本平面直角座標第IX系を

原点とし，Ⅹ軸（南北）－8，200m，Y軸（東西）＋18，320

mの交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m方眼

で区画設定した。さらに，この大調査区を東西，南北に各々

10等分し，4m方眼の小調査区を設定した。大調査区の名

称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，

B，C…，西から東へ1，2，3…とし，その組み合わせで

「Al区」，「Bl区」のように呼称した。小調査区も同様に，

北から南へa，b，C…j，西から東へ1，2，3…0とし，名

称は大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2bl区」のよ

うに呼称した。
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第1図　調査呼称方法概念図

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，以下のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　　竪穴遺構－SX　　ピットーP

遺物　　土器－P　　石器・石製晶－Q　　土製晶－DP　　金属製品－M

拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構，遺物の実測図中の表示は，以下のとおりである。

＝焼土・赤彩

●　土器　　○　土製晶　　□　石器・石製晶　　△　金属製品

＝繊維土器断面

硬化面

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構，遺物実測図の作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺跡全体図は縮尺500分の1とし，各遺構の実測図は60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては個

個にスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，炉をとおる軸線あるいは長軸方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれ

だけ振れているかを角度で示した。（例N－100－E，N－100－W）

なお，［　］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径　D一高台径（脚部径）　E一高台高（脚部高）

F－休部径とし，単位はcmである。

なお，現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。
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PL25　第24号住居跡出土遺物

PL26　第25・26号住居跡出土遺物

PL27　第26◎27号住居跡，第1号竪穴遺構，遺構外

出土遺物

PL28　第29号住居跡，遺構外出土遺物

PL29　第29・30号住居跡出土遺物

PL30　第29・30号住居跡，遺構外出土遺物

PL31遺構外出土遺物



第玉章　調査経脾

第　節　調査に至る経過

取手市は，整備された交通網や首都圏40km以内という恵まれた立地条件のもと，工業団地の進出や住宅地の

増加が著しく，めざましい発展を遂げている。また，常磐新線や首都圏中央連絡自動車道の開発計画に伴い，ま

すます茨城県南部の業務核都市としての役割を期待されている。そこで，住宅◎都市整備公団は，取手市の西

部地区に「取手都市計画事業下高井特定土地区画整理事業」を計画した。この事業は，業務機能と都市的機能

を備えた良好な居住環境を有した市街地の形成を目指すものである。

これにより，平成4年8月26日，住宅◎都市整備公団首都圏都市開発本部は，茨城県教育委員会に対し，こ

の事業計画地区である取手市西部地域における埋蔵文化財の有無の照会をした。これを受け，茨城県教育委員

会は，取手市教育委員会と埋蔵文化財の有無の確認とその取り扱いについての協議を行い，平成4年11月25日，

表面観察及び試掘調査を実施した結果，甚五郎崎遺跡ほか下高井向原遺跡など数遺跡が所在することを確認し，

住宅◎都市整備公団あてに回答した。平成5年2月4日から，住宅◎都市整備公団と茨城県教育委員会は，埋

蔵文化財の取り扱いについて，文化財保護の立場から慎重に協議を重ねた結果，発掘調査による記録保存の措

置を講ずることにした。そこで，茨城県教育委員会は，住宅◎都市整備公団に，埋蔵文化財の調査機関として

財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，住宅◎都市整備公団と取手都市計画事業下高井特定土地区画整理事業地内の埋蔵文化財

発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成5年10月1日から下高井向原H遺跡の発掘調査を開始した。平

成6年度，甚五郎崎遺跡，下高井向原I遺跡及び下高井向原II遺跡，平成7年度，相原遺跡，前畑遺跡及び東

原遺跡の発掘調査を実施した。さらに，平成8年度，大山‡遺跡の埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契

約を結び，同年4月から9月まで大山I遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

大山I遺跡の発掘調査を，平成8年4月1日から平成8年9月30日までの6か月にわたって実施した。以下，

調査の経過について，その概要を月ごとに記述する。

4　月　発掘調査を開始するため，現場事務所や倉庫の設置，調査器材の搬入，補助員募集等の諸準備を行

った。22日から補助員を投入して，諸施設の整備，大山‡遺跡の伐開作業を開始し，23日から試掘調

査を実施した。

5　月15日から山林部分の業者委託による立木の伐開，焼却作業を開始し，これと並行して試掘調査を行

った。

6　月10日から重機による表土除去及び遺構確認作業を開始し，竪穴住居跡28軒を確認した。

7　月17日から遺構調査を開始した。

8　月　遺構調査を継続した。

9　月　24日には遺構調査を終了した。その後，諸帳簿や諸記録の点検，発掘現場の安全対策を行い，25日

には当遺跡の平成8年度分の12，597m2の現地調査を完了した。
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第2章　位置と環境

第温節　地哩的環境

大山I遺跡は取手市大字寺田字大山4，448番地ほかに所在し，取手市役所の北西約2kmのところに位置してい

る。遺跡のある取手市は，茨城県最南部の利根川沿いにあり，東は利根町，龍ヶ崎市，西は守谷町，南は利根

川を挟んで千葉県の我孫子市，北は伊奈町，藤代町と境を接している。市域は，南側の利根川沿いの低地と北

側の小貝川沿いの低地に挟まれて東西に細長く伸びた北相馬台地を骨格としており，面積は36．84km2である。市

の中央部を，国道6号線とJR常磐線が並行してほぼ南北に通じ，中央部から西に国道294号線と関東鉄道常総線

が通っている。交通条件の艮さと首都圏40km内にあることから工業団地と併せて大規模住宅団地化が進み，県

南部の中枢的商業都市としての発展がめざましい。

取手市の地形は，標高21～25mの北相馬台地と利根川水系の低地からなっている。利根川は，群馬県を水源

とし，市の南部を西から東に流れ千葉県との県境を形成している。小貝川は，栃木県を水源とし，蛇行しなが

ら市の東部で利根川と合流している。北相馬台地は，利根川や小貝川の支流が入り込み，複雑な地形となって

いる。市街地より東では，小文間の小台地や利根町の小台地などが孤立した台地として連なっている。台地の

地層は，第四紀洪積世古東京湾時代に堆積した成田層が基盤層となり，下部から成田層下部，成田層上部，竜

ヶ崎砂礫層，常総粘土層，関東ローム層の順で堆積している。堆積状況は，水平で単調であり，摺曲や断層は

みられない。

大山I遺跡は，小貝川右岸から南西側に入り込む小支谷に挟まれた標高16～22mの舌状台地の南側に立地し

ている。遺跡のある台地と小支谷の比高は8～10mで，調査前の現況は畑及び山林である。

参考文献

◎茨城県農地部農地計画課　『土地分類基本調査　龍ヶ崎』1987年12月

◎蜂須紀夫　『茨城県　地学のガイド』1986年11月

◎取手市教育委員会　『取手市史　原始古代（考古）資料編』1989年3月

◎取手市教育委員会　『中妻貝塚』1995年7月

第2節　歴史的環境

大山I遺跡が所在する取手市は，大小の河川，低地，台地と変化に富んだ自然環境の中で音から人々の生活

が営まれており，数多くの遺跡が残っている。特に，利根川水系によって形成された台地上には，旧石器時代

から中世までの遺跡が多数所在している。ここでは，当地域の主な遺跡について時代をおって述べることにす

る。
かしわばら

旧石器時代の遺跡としては，柏原遺跡く68〉があり，細石匁核や細石刃，彫器及び削器等が出土している。ま
にしかた　　　　　　おおわたり

た，西方貝塚く2〉，大渡I遺跡く55〉の発掘調査の出土遺物中に旧石器時代と思われる石器や石器剥片が出土

している。
つばきやま　だいにちはら

縄文時代草創期の遺跡としては，椿山◎大日原遺跡く33〉があり，撚糸文土器片や稲荷台式土器片が出土し
しもたかいむかいはら　　　　　　にしかた　　　かすがじんじゃ　　　　　よけど

ている。縄文時代早期の遺跡としては，下高井向原I遺跡く70〉，西方貝塚，春日神社遺跡く6〉，除戸I遺跡く18〉
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ひがしはら　　　　　　　　　　ほりじり　　　　　　　　　　どうのわき

東原遺跡く27〉，市之代遺跡，堀尻遺跡く53〉，大渡I遺軌　堂ノ脇遺跡く60〉等があり台地の縁辺及び小高い
にしうら

尾根上の台地に立地している。縄文時代前期の遺跡としては，西方貝塚，除戸I遺跡，西浦I遺跡く21〉，椿山◎

大日原遺眺笛試貝塚く34〉，笠嵩斉藤藻古墳く40〉，呂違遺跡く61〉等があり，早期の遺跡と比較して規模が
じんやはら

大きくなる。縄文時代中期の遺跡としては，西方貝塚，除戸I遺軌　陣谷原遺跡く29〉，下高井向原I遺跡，堀

尻遺駄　犬渡I遺跡等がある。特に，西方貝塚は，昭和59年から61年まで断続的に調査が行われ，環状に住居
なかづ虻

跡が構成された，貝塚を伴う環状集落であることがわかっている。縄文時代後期の遺跡としては，中妻貝塚く3〉，
たにこうちした　　　　にしかた　　　　　　　　　　たにこうち　　　　だいどうみなみ　　　　きたなかはら

谷耕地下貝塚く4〉，西方遺跡く5〉，春日神社遺眺谷耕地遺跡く8〉，台道南遺跡く7〉，北中原A遺跡く15〉，北
こまば　　　　　　まえはた　　　　　　　　　　じんごろうぎき　　　　　さんのうさく

中原B遺跡く16〉，除戸‡遺眺　駒場I遺跡く23〉，前贈遺跡く28〉，陣谷原遺軌　甚五郎崎遺跡く69〉，山王作
だいつぼ　　　　　しんめい　　　　　まえしんでん　　　　　おおぎかい　　　　　いなむかいはら

遺跡く37〉，台坪遺跡く38〉，神明遺跡く39〉，前新田遺跡く41〉，大境遺跡く42〉，稲向原‡遺跡く43〉，稲向原
ふるど　　　　　そうだいはちまん　　　　　えんどう　　　　　　　　　　　　　　　たけのだい

亙‡遺跡く45〉，古戸遺跡く47〉，惣代八幡遺跡く49〉，遠道遺跡く52〉，堀尻遺跡，大渡I遺跡，竹ノ代I遺跡く57〉，
ひがしやま

東山遺跡く59〉等がある。中妻貝塚は古くから著名な貝塚で，昭和47年から62年までの発掘調査により，堀之

内式，加曾利B式から安行式にいたるまでの土器が出土している。厚さ1m以上の貝層が直径200mの円形に展

開しており，縄文時代後期における巨大な馬蹄形の貝塚である。神明遺跡からは，安行I式のミミズク形土偶

が出土している。縄文時代晩期の遺跡としては，中妻貝塚，神明遺跡等があり，大規模な後期の遺跡が継続し

たものであるが，遺跡数は急減している。

弥生時代の遺跡としては，市之代遺跡，大渡II遺跡く56〉，相原遺跡，東原遺跡等がある。
そうしろうぎか

古墳時代の遺跡としては，今回調査した大山I遺跡く1〉，市之代古墳群く71〉，大渡H遺眺宗四郎坂古墳く9〉，

北中原II遺跡く17〉，除戸II遺跡く19〉，大山II遺跡く26〉，下高井向原II遺跡く71〉，椿山◎大日原遺跡，上高

井糠塚古墳群，稲向酎‡遺跡く44〉，清崩遺跡く50〉，竹ノ佃I遺跡く58〉等が確認されている。市之代古墳群

は，小貝川の沖積地に独立した市之代の台地にあり，小貝川をのぞむ縁辺部に集中して立地している。現在，3

基の前方後円墳と12基の円墳が確認されている。

奈良◎平安時代の遺跡としては，声晶鼻遺跡く10〉，掩遺跡く12〉，欝掩遺跡く13〉，花森苔遺跡く14〉，

北中原m遺跡，除戸II遺跡，西浦H遺跡く22〉，駒射I遺跡く24〉，前端遺跡く31〉，貰遺跡く32〉，肯翫I遺

跡く35〉，簑嵐絹遺跡く36〉，稲向尉Ⅴ遺跡く46〉，嵩H遺跡く51〉，堂ノ脇遺跡，薪貞義遺跡く62〉，巌遺
てらだこうち

跡く63〉，寺田耕地遺跡く64〉等がある。
おもんま　　　　　おおしか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のの

中世の遺跡としては，小文間城跡く11〉，大鹿城跡く20〉，大山遺跡く25〉，大山II遺跡，古戸城跡く48〉，野々
い

井城跡く54〉等がある。下高井城跡く30〉　は保存がよくその形状が確認できる。

※　文中のく　〉内の番号は，表1，第2図中の該当番号と同じである。

参考文献

◎取手市教育委員会

◎取手市教育委員会

◎取手市教育委員会

◎取手市教育委員会

◎取手市教育委員会

◎取手市教育委員会

◎茨城県教育委員会

『取手市史原始古代（考古）資料編』1989年3月

『茨城県取手市大渡I遺跡平成5年度発掘調査報告書』1994年

『取手市小文間における縄文時代中期の貝塚』1983年

『茨城県取手市中妻貝塚発掘調査報告書』1995年

『取手と先史文化別巻1－上高井神明貝塚の先史土器－』1984年

『市之代古墳群第3号墳調査報告』1978年

『茨城県遺跡地図』1990年3月
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表且　大山‡遺跡周辺遺跡一覧表

番号 遺 跡 名
県遺跡

番 号

時　　　　 代 ！番号

遺 跡 名
県遺跡

番 号

時　　　 代

旧 縄 弥 古 奈平 中世 旧 縄 弥 古 中世奈平

① 大 山 I 遺跡 5589 ○ 37 山王作遺跡 5604 ○

2 西　方　貝　塚 2588 ○ ′38 台　坪 遺　跡 5605 ○

3 中　妻　貝　塚 258 1 ○ 39 神　 明　遺　跡 5 60 6 ○

4 谷耕地下貝塚 5569 ○ 40 上高井糠塚古墳 560 7 ○

5 西　方 遺 跡 5570 ○ 41 前新 田遺跡 5608 ○

6 春日神社遺跡 5571 ○ 42 大　境　遺　跡 5609 ○

7 台道南遺跡 5572 ○ 43 稲向原 I 遺跡 5613 ○

8 谷耕地遺跡 5573 ○ 44 稲向原H 遺跡 5614 ○

9 宗四郎坂古墳 3620 ○ 45 稲向原III遺跡 5615 ○

10 戸 田井遺跡 5 574 ○ 46 稲向原IV遺跡 5616 ○

11 小文間城跡 5 575 ○ 47 古 戸　遺 跡 5617 ○

12 中　原　遺 跡 5 577 ○ 48 古 戸　城　跡 5618 ○

13 南 中原遺 跡 5 57 8 ○ 49 惣代八幡遺跡 4132 ○

14 花輪 台遺 跡 5579 ○ 50 宿　畑　遺　跡 5619 ○

15 北中原A 遺跡 4077 ○ 5 1 佃 II 遺　跡 5 621 ○

16 北中原B 遺跡 4078 ○ 52 遠　道 遺　跡 5 62 2 ○

17 北中原II遺跡 5580 ○ 53 堀　尻 遺　跡 562 3 ○

18 除戸 I 遺跡 5581 ○ 54 野 々井城跡 5624 ○

19 除戸 H 遺跡 5582 ○ 55 大渡 I 遺 跡 4 133 ○ ○

20 大　鹿　城　跡 2583 ○ 56 大渡 II遺 跡 4 134 ○

21 西浦 I 遺跡 5584 ○ 57 竹ノ代 I 遺跡 5625 ○

22 西浦 II 遺跡 5585 ○ 58 竹ノ代II遺跡 5626 ○

23

24

25

26

駒場 I 遺跡

駒場 II 遺跡

大　山　遺　跡

大山 II 遺跡

5 586

5 58 7

558 8

559 0
l
i

○

○

○

〇

〇

〇

〇

○

○

59

60

61

62

東　山　遺　跡

堂 ノ脇遺 跡

自　賛 遺　跡

新屋敷遺跡

5627

5628

5629

5630

○

〇

〇

〇

○

○

○

○

○

○

○

27 東　原　遺 跡 559 1 ○ 63 出　土　遺　跡 5631 ○

28 前　畑　遺 跡 559 2 ○ 64 寺田耕地遺跡 5632 〇

〇

〇

29 陣谷原遺跡 5593 ○

○

65 西光寺前遺跡 5633

30 下 高井城跡 2584 66 神　明　貝　塚 2585 ○

3 1

32

33

如何崎遺 跡

東　 遺　 跡

椿山・大日原

5597

5598

5599

67

68

69

下高井貝塚

相　原 遺　跡

甚五郎崎遺跡

2589

5596

〇

〇

〇34 向　山　貝　塚 5601 ○ 70 下高井向原I遺跡 559 4

35 向山 II遺跡 5602 71 下高井向酎I遺跡 559 5 ○

36 貝塚新田遺跡 5603 ○ 72 市之代古墳群 2 58 7
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第超図　東幽‡遺跡遺構全体図



第3章　大山I遺跡

第1節　遺跡の概要

大山I遺跡は，取手市北西部，小貝川右岸から南西方向に入り込む支谷に突出した標高16～22mの舌状台地

上に位置した古墳時代の遺跡である。現状は，畑と山林で面積は12，597m2である。谷津を挟んだ北側には甚五

郎崎遺跡，北西側には東原遺跡がある。

今回の発掘調査によって，古墳時代の竪穴住居跡25軒と竪穴遺構3基を確認した。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に44箱出土した。旧石器時代の遺物は，ナイフ型石器と剥片である。縄

文時代の遺物は，縄文土器片，石鍍及び剥片である。古墳時代の遺物は，土師器の襲，壷，甑，相，鉢，高埠，

器台の他に，土錘等の土製晶，ガラス小玉が出土している。近世の遺物としては，古銭，煙管などがある。

第2節　基本層序

調査区域西側台地平坦部（H21j7区）にテストピットを設定した。深さ3．5mまで掘り下げ，第5図に示すよ

うな土層の堆積状況を確認した。

第1層　厚さ30cmの褐色の表土で，ローム粒子を多量に含む。

第2層　厚さ35cmの黄褐色のソフトローム層である。

第3層　厚さ10cmの黄褐色のハードローム層である。締まり

が強い。

第4層　厚さ20cmの明黄褐色のハードローム層で，締まりが

強い。

第5層　厚さ40cmの暗褐色のハードローム層である。粘性が

ある。

第6層　厚さ20cmの褐色のハードローム層で，赤色スコリア

を少量含む。粘性が強い。

第7層　厚さ20cmの黄褐色土で，粘性が強い。

第8層　厚さ40cmの明黄褐色土で，粘性が強い。

第9層　厚さ10cmのオリーブ褐色土で，粘性が強い。

第10層　厚さ20cmの黄褐色土で，粘性が強い。

第11層　厚さ40cmのオリーブ褐色土で，粘性が掛ゝ。　　第5図　基本土層図

第12層　厚さ30cmの褐色土で，スコリア粒子をわずかに含む。

第13層　厚さ10cmの黄褐色土で，黄白色パミスと明赤褐色・黒色スコリアを含む。

第14層　厚さ20cmの黒褐色土で，黒色スコリアを含む。粘性が強い。

第15層　厚さ10cmの黄灰色の粘土層で，黒色スコリアを含む。

遺構は，第1層下面及び第2層上面で平面形が確認され，第2層から第3層にかけて掘り込んでいる。
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第3節　遺構と遺物

且．古墳時代

餌　竪穴住居跡

当遺跡から，古墳時代の竪穴住居跡25軒を検出した。以下，検出した住居跡とそこから出土した遺物につい

て記載する。

第瑠号住居跡（第6図）

位置　調査区の南西部，U25co区。

規模と平面形　長軸5．24111，短軸4．19mの長方形である。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は13～33cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，あまり踏み固められていない。中央部を中心に，全面に焼土塊が遺存している。

炉　2か所。炉1は中央部に位置し，長径100cm，短径48cmの楕円形の地床炉である。炉2は，炉1の北西側

に位置し，長径83cm，短径58cmの楕円形の地床炉である。

炉1・2土層解説

1暗赤褐色　焼土中ブロック℡焼土粒子多量，ローム粒子少量　　　3　橙　色　ローム粒子中農焼土粒子少量

2　橙　色　ローム粒子中量　焼土中ブロック・焼土粒子少量

貯蔵究　南コーナー部に位置し，長軸90cm，短軸64cmの長方形で，深さは42cmである。平坦な底面から外傾し

て立ち上がり，断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック昏炭化粒子少量，ローム大の中ブ　3　暗赤褐色　ローム粒子魯焼土小ブロックe焼土粒子少量，廃土

ロック魯ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中ブロック微量

2　暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少亀焼土粒子微量　　4　暗褐色　ローム中ブロック。ローム粒子儲焼土粒子微量

覆土　5層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子徴二量

2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭

化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化材微量　　　　　　5　暗赤褐色　焼土粒子◎炭化物。炭化粒子少亀　ローム粒子微量

遺物　覆土下層から上層にかけて，土師器片107点が出土している。第7図1の器台は南コーナー部の覆土中層

から逆位で出土している。2～6の球状土錘は北コーナー部と北西壁付近の上◎中◎下層から出土している。

なお，覆土下層から少量の炭化種子が出土している。

所凰　本跡は，床面に焼土塊が散在していることから焼失家屋と思われる。出土遺物等から古墳時代前期（4

世紀）の住居跡と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 e色調 。焼成 備　　 考

第 7図 器　　 台 A　　 5．7 脚部欠損。杯部は内攣気味に外傾し 塔部内 e外面丁寧なへラ磨き。ま不部 長石 ・雲母 ・石英 P 1　 50％

1 土 師 器 B （2．1） て立ち上がる。 内。外面赤彩。 赤色

普通

覆土中層

P L 14

…10　－



第6図　第1号住居跡実測図
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図版番号種　　　　別
計　測．・値　（cm）

出　土地　点 備　　　　考
長　さ 幅 孔　径重量（g）

第7図2 球　状土　錘 2．2 2．2 0．5 10．4 覆土上層 DPI　　PL14

3 球　状土　錘 3．0 2．8 0．5 25，9 覆土中層 DP2　　　PL14

4 球状土　錘 2．7 2．6 0．6 20．5 覆土中層 DP3　　　PL14

5 球　状土　錘 2．7 2．7 0．6 20．0 覆土中層 DP4　　　PL14

6 球　状　土　錘 2．8 3．2 0．5 25．2 覆土中層 DP5　　　PL14

一一11－
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第7図　第1号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　…」

第2号住居跡（第9図）

位置　調査区の南西部，U26b2区。

規模と平面形　長軸5．71m，短軸5．50mの方形である。

主軸方向　N－42．5。－W

壁　壁高は，3～10cmで外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径40cmの円形で，深さ55cm。P2は径38cmの円形で，深さ60cm。P3は径33

cmの円形で，深さ34cm。P4は径42cmの円形で，深さ40cm。いずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部から北西寄りに位置し，長径74cm，短径50cmの楕円形を呈する地床炉である。

炉土層解脱

1暗赤褐色　廃土粒子多量，焼土中・小プロッタ中量，ローム粒　3　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼

子・炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　3層からなる人為堆積土層である。

土層解説

1褐　色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量

2　にぷい赤褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・廃土粒子・炭化粒

子少量

3　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小プロッタ

焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　遺物量は少ない。壷の休部片80点，口緑部片10点が出土している。第8図のミ

ニチュア土器は，南コーナー付近から正位の状態で出土している。 ∇♂5。m
所見　出土遺物が少なく，時期決定できる遺物がない。本跡の時期は不明である。　　　トi　1

第8図　第2号住居跡

出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （qm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 8 図 ミニチュア土器 A　 6．8 口縁部」部欠損。平底。休部 は球形 体部 内 ・外面丁寧 なナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 2　 80％

1 土 師 器 B　 3．3

C　 2．4

を呈 し，内管 して立 ち上が る。 にぷい黄橙色

普通

覆土下層

P L 14

－12　－
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第9図　第2号住居跡実測図

第3号住居跡（第10図）

位置　調査区の南西部，T25h6区。

規模と平面形　長軸4．14m，短軸3．63mの長方形である。

主軸方向　N－360－W

壁　壁高は13～380mで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁付近を中心に焼土の広がりがある。

ピット　2か所（Pl～P2）。Plは長径40cm，短径30cmの不定形で，深さ34cm。P2は長径50cm，短径45cmの

円形で，深さ44cm。それぞれの性格は不明である。

－13　－



炉　中央部から北西寄りに位置し，長径40cm，短径30cmの楕円形を呈する地床炉である。

炉土層解脱

1明赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量　　3　にぷい赤馳　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子少量

2　明褐色　ローム粒子多量，ローム大プロッタ・ローム中プロ　4　暗赤褐色　焼土粒子少亀ローム中ブロック・ローム粒子微量

ック・焼土小プロッタ少量

覆土　2層からなる自然堆積土層である。

土層解脱

1暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化　2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

粒子微量

遺物　覆土下層から上層にかけて，土師器の器台脚部片4点他土師器片123点が出土している。特に，南コーナー

付近から多く出土している。第11図1の器台は，完形で西コーナー付近の床面から逆位で，2の器台は，南コー

ナー付近のピット内から正位で，3の相は，中央部の覆土上層から正位で，4の壷は，南コーナー付近の下層

から出土している。5の壷，7の小形壷は，南コーナー付近の中層から出土している。

所見　本跡は，床面に焼土塊が散在していることから焼失家屋と思われる。出土遺物から古墳時代前期（4世紀）

の住居跡と考えられる。

第10図　第3号住居跡実測図
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第11図　第3号住居跡出土遺物実測図



第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第11図 器　　 台 Å　　 9．3 脚部 は 「ハ」の字状 に下方へ開 く。 器 受部外面パケ目整形後一部ナデ 長石 ・パ ミス P 3　 100％

鼠 土 師 器 B　 l O．0 器受部 は外傾 して立 ち上がる。器受 内面パ ケ目整形。脚部内 ・外面パケ にぷ い橙色 床面

D　 lO．5

E　　 6．7

部中央 に単孔。 日整形。 普通 P L 14

2

器　　 台 A　　 7．8 脚部 は 「ハ」の字状 に下方 に開 く。 器受部内 ・外面丁寧なヘラ磨 き。脚 長石 ・石英 ・雲母 ・P 4　 100％
土 師 器 B　　 7．9 器受部の下位 に稜を もち外傾 して立 部外面丁寧 なへ ラ磨 き，内面パケ目 赤褐色 P 2

D　 l O．4 ち上が る。脚部に 3 孔。器受部中央 整形後 ナデ。杯部内 ・外面，脚部外 普通 P L 14

E　　 5．5 に単孔。 面赤彩。

3

柑 A　　 9．5 丸底。体部 は偏平 な球形を呈 し，最 口縁部外面丁寧なヘラ磨 き，内面ハ 雲母 P 138 10 0％

土 師 器 B　 lO．5 大径 を中位に もつ。 ロ緑部 は外傾 し ケ目整形後丁寧 なヘ ラ磨 き。体部内 赤色 覆土上層

て立 ち上がる。 外面丁寧なへラ磨 き。目線部内 ・外

面及び休部外面赤彩。

普通 P L 14

4

ニ土ご覧E A　 15．3 平底。底部 に籾痕あ り。体部 は球形 口緑部内 ・外面パケ目整形後ナデ。 長石 ・石英 P 5　 9 5％

土 師 器 B　 2 9．3 を室 し，最大径を中位 にもつ。日経 体部外面バグ目整形後 ナデ。 にぷい橙色 覆土下層

C　　 6．8 部 は外傾 して立ち上が る。 普通 P L 14

てこたご覧E A　 1 5．8 平底。休部 はたまご状 を呈 し，最大 口緑部 内 ・外面パケ目整形後 ナデ。 長 石 ・石英 ・雲母 ・P 6　 70％

5 土 師 器 B　 3 2．7 径を中位に もつ。 白線部 は外傾 して 体部外面パ ケ目整形後ナデ。 スコ リア ・パ ミス 覆土 中層

C　　 5．0 立ち上が る。 にぷい黄橙色

普通

P L 14

6

小 形 壷 A　 ll．7 突出 した平底。体部は球形 を呈 し， 口緑部 ・頸部 内面パケ目整形後ナデ，長石 ・パ ミス P 7　 95％

土 師 器 B　 1 3．2 最大径 を中位 にもつ。頸部 は外傾 し 外面ナデ　 輪積み痕有 り。体部内面 明赤褐色 覆土中

C　　 5．1 て立ち上が り，日録部 は複合 目線。 ヘ ラナデ，外面パケ日整形後ナデ。

口緑部 ・頸部及び休部外面赤彩。

普通 P L 14

小 形 壷 A ［14．2］ 平底。休部 は球形 を呈 し，最大径 を 口緑部 ・体部外面パケ目整形後 ナデ。長石 ・石英 ・雲母 ・P 8　 60％

r7g
土 師 器 B　 16．4

C　　 5．3

中位 に もつ。口緑部 は外傾 して立 ち

上がる。

目線部 内面パケ冒整形。頸部外面ハ スコ リア ・パ ミス 覆土 中層

ケ目整形。 にぷい黄色 体部外面煤付着

普通 P L 15

第堵考健贋妙（第温2図）

健置　調査区の南西部，T25g8区。

規模と平面形　長軸［6．22「勒　短軸持．66］mの方形と推定される。

主軸方向　N－290－W

壁　削平により，北部の壁が残るのみである。壁高は2～12cITlである。

床　平坦である。削平のため，遺存状態が悪い。中央部から南寄りに廃土の広がりが見られる。

炉　中央部から北西寄りに位置し，長径68C勒　短径舶cmの不整楕円形を呈する地床炉である。

炉土層解説

1赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロッ
ク・ローム粒子少量

3　明赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量

4　赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中畳　ローム粒子少量

5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　橙　　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・焼土粒子少量

7　橙　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中最　焼土粒子少量

尊意　上面は削平され，覆土がわずかに残るだけである。3層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

遺物　本跡からの出土遺物は無い。

新風　本跡は，床面から炭化物及び焼土塊が確認されている事から焼失家屋と考えられる。本跡の時期は不明

である。
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第12図　第4号住居跡実測図
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第5号住居跡（第13・14図）

位置　調査区の西部，T25bo区。

規模と平面形　長軸［8．48］m，短軸7．90mの方形と推定される。

主軸方向　N－260－E

壁　壁高は26～32cmで，外傾して立ち上がる。北部および北東部の壁の一部は，削平により確認できない。

床　平坦で，比較的柔らかく，踏み固めは弱い。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径62cm，短径52cmの楕円形で，深さ64cm。P2は径65cmの円形で，深さ

84cm。P3は長径66cm，短径56cmの楕円形で，深さ92cm。P4は長径54cm，短径36cmの楕円形で，深さ76

cm。いずれも主柱穴と考えられる。
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炉　中央部から北寄りに位置し，長径80cm，短径76cmの不整円形を呈した地床炉である。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中鼠　ロー一一ム粒子・焼土中ブロック少鼠　　3　にぷ凍褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少鼠　炭

炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土大e中ブロックe焼土粒子11量、ローム粒子少量

貯蔵究　貯蔵穴1は，東壁際北東コーナー寄りに位置し　長軸鮒cm　短軸瞞cmの隅丸長方形で，深さは72cmであ

る。貯蔵穴2は，南コーナー部に位置し　長軸摘激m　短軸削cmの隅丸長方形で　深さは渕cmである。いずれ

も平坦な底面から外傾して立ち上がりプ　断面は逆台形である。

貯蔵穴1土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小プロ、ソクel」－ム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

ー19　－
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第16図　第5号住居跡出土遺物実測図

貯蔵穴2土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；　　　！

3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

覆土　5層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　4　褐　色　ローム粒子中風　ローム小プロッタ少量，炭化粒子

2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量

3　極暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，焼土粒子微量　　5　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

遺物　床面から覆土上層にかけて，高塀の坪部8片，脚部25片，器台の杯部1片，脚部4片他土師器片515点が

出土している。第15・16図1の高杯は，西コーナー部の床面から逆位で，2の器台は，西側覆土上層から逆位

で，それぞれ出土している。3の壷と7の聾は，北部と東部及び中央部の覆土下層に散在しているものが接合

した。4の壷と8の賓は，南部覆土上層から逆位の潰れた状態で出土している。6の台付賓は，北壁付近の覆

土上層から逆位で出土している。9の紡錘車は，完形で南東部覆土下層から出土している。10の球状土錘は，

北西部覆土下層から，5の台付賓，11の球状土錘は，覆土中から出土している。なお，覆土中より極微量の炭

化種子が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （qm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第15図 高　　 坪 A　 13．9 脚部欠損。師部下端 に稜 をもち，や 坪部外面パ ケ目整形後 ナデ。内面 ナ 石英 ・スコリア P 9　 50％

1 土 師 器 B （ 5．9） や内攣 して立ち上が る。 デ。 明褐色

普通

床面

P L 15

2

器　　 台 A ［ 8．9］ 脚部の裾部一一一部欠損，器受部大部分 器受郡内面へラ磨 き。脚 部内面パケ 長石 ・石英 ・雲母 P lO　 60％

土 師 器 B （ 8．5） 欠損。脚部 は 「ハ」字状 に下方に開 目整形後ナデ，外面縦位 のヘ ラ磨 き。橙色 覆土上層

E （ 6．4） く。器受部 中央に単孔，脚部 2 孔。 普通 P L 15

3

笠 A ［2 2．6〕 休部剥離。平底。休部 は球形 を呈 し，口緑部 内 ・外面ナデ。体部外面パケ 石英 ・雲母 P l 1 45％
土 師 器 B （3 2．0） 最大径 を中位に もつ。 口縁部 は外傾 日整形後 ナデ，内面ナデ。 にぷい黄橙色 覆土下層

C　　 7．7 して立 ち上が る。複合 口緑。 普通 P L 15

4
雪ヱ A　　 9．4 休部上半か ら口緑部にかけての破片。口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面横 長石 ・石英 P 12　 4 0％

土 師 器 B （ 8．7） 頸部 は 「く」の字状 を呈 し， 口緑部 ナデ，内面ナデ。 にぷい黄橙色 覆土上層

は内管 して立 ち上がる。 普通 P L 15

－　21－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 e色調 儲焼成 i 備　 考

第15図

5

台 付 碧

土 師 器

A　 19．0

B （24．0）

台欠損。休部 は球形を呈 し，最大径

を中位に もつ。目線部 は外反 して立

ち上がる。

目線部内 ・外面横ナデ。頸部ハケ目

整形。休部外面パケ目整形後ナデ

内面ナデ。

長石 ・石英 ・ス コ　 P 13　 60㌔

リア　　　　　　　 覆土中

にぷい黄橙色　　　 P L 15

普通

台 付 婆 D　 lO．4 台部片。台部は 「ハ」宰 状に下方に 台部外画 はへ ラナデ。内面はパ ケ日 長石 ・ス コリア　　 P l4 10㌔

6 土 師 器 E （ 5．9） 開 く。 整 形後 ナデ。 明褐色　　　　　 覆土上層

普通　　　　　　　 P L 15

第16図 饗 A ［23．2］ 日録部一瓢　 休部上半の破片。 口緑 口緑部 ・休部外面パケ自整形。内面 長石 ・雲母　　　　 P 15 10％

7 土 師 器 B （14．0） 部 は外傾 して立ち上がる。 は横ナデ。 にぷい黄褐色　　　 覆土下層

普通　　　　　　　 P L 16

8

婆 B （ 7．1） 底部片。平底。体部 は内攣 して立 ち 体 部外面へ ラナデ，内面へラ削 り。 長石 ・雲母　　　　 P 16　30％

土 師 器 C　　 6．4 上がる。 草の実痕有 り。 にぷ い黄橙色　　　 覆土上層

普通　　　　　　　 P L 16

図版番号
種　 別　 長 さ　 計幅測 値孔行雲 重量 軸） 出土地 点

備　　　　 考

第15図9 生 空 」 と 」 」 と ⊥ … や つ …読了 「 寺 ㌃ 下 蔽 議 DP6　　　 PL16

10 球 聖 墜 ⊥ ＿ 聖 ⊥ 〕 牛 「 空 言 「 義 「 嘉 議 DP7　　　 PL16

は 球 状 土錘 i ・中　 ・中　 ・4 7・5 i 覆土率 DP8　　　 PL16

第　号饅贋跡　第膵図）

位置　調査区の中央部，T26b3区。

規模と平面形　長軸6．00m，短軸5．90mの方形である。

主軸方向　N－510－E

壁　壁高は15～44cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ぼッ臣　摘ゝ所軌～P4）。机は長径42cm，短径37cmの楕円形で芦　深さ52cm。㌘2は長径50cm，短径24cmの

楕円形で，深さ68cm。P3は長径6鋸乳∴短径購cmの楕円形で，深さ62cm。P4は径錮cmの円形で　深さ錮

cnl。いずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部から北寄りに位置し，長径70cm，短径舶cmの楕円形を呈する地床炉である。

炉土層解説

1明赤褐色　焼土粒子多鼠　焼土中ブロック中鼠　ローム粒子少　2　明褐色　ローム粒子多鼠焼土中ブロック・焼土粒子少量

量

貯蔵究　東コーナー部に位置し，長径56cm，短径42cmの楕円形で　深さは彪cmである。平坦な底面からほぼ垂

直に立ち上がり，断面は方形に近い。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量、炭化粒子微量

覆土　4層からなる自然堆積土層である。

3：黒褐色　ローム粒子少量

土層解説

1異　色　焼土粒子・炭化粒子少鼠　ローム粒子微量　　　　　　3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少鼠焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少最　炭化粒子微量

遺物　高塀の日録部片　息　休部片1息　脚部片　息　婆の日経部片　息　体部片器鼠　底部片　点の土師器

片が出土している。第摘図　◎　の婆は　住居中央西等　の覆土下層から潰れた状態で出土している。

所農　本跡は，出土遺物から古墳時代前期　拍世紀　の住居跡と考えられる。
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第18図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第18図 嚢 A　 19．7 体郡上半か ら口縁部にかけての破片。口緑部内 ・外面ナデ。休部内面ナデ 長石 P 17　20％

1 土 師 器 B （17．8） 休部 は内管 して立 ち上がる。頚部 は 外面丁寧 なナデ。 口緑部に輪積み痕 にぷ い黄橙色 覆土下層

「く」の字状 を呈 し，外反 して立ち

上が る。

有 り。 普通 P L 16

2

聾 A　 1 6．2 体部下半欠損。休部は球形状で中位 口緑部内面パケ目整形後 ナデ，外面 石英 ・・〈ミス ・雲 P 18　 20％
土 師 器 B （1 6．7） に最大径 をもつ。口綾部 は外傾 して 指頭押圧痕。体部内 ・外面パ ケ日登 母 ・スコ リア 覆土下層

立ち上がる。複合口緑。 形後ナデ。 にぷい黄橙色

普通

P L 16

第7号住居跡（第19図）

位置　調査区の中央部，T26d9区。

規模と平面形　長軸［5．44］m，短軸［5．00］mの方形と推定される。

長軸方向　N－27．50－W

壁　壁高は（8～12）cmで，外傾して立ち上がる。北西・南西壁の一部は削平により確認できない。

床　平坦であるが，比較的柔らかく，一部撹乱を受けている。南東壁付近に焼土の広がりがある。

炉　中央部から南寄りに位置し，長径60cm，短径42cmの楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子多量，焼土小プロッタ中量，ローム粒子少　2　暗赤褐色　焼土中プロッタ・焼土粒子中量，ローム小プロツ

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　上面が削平され，覆土がわずかに残るのみである。7層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　5　暗赤褐色　ローム大・中ブロック・ローム粒子・焼土小プロツ

2　暗褐色　ローム中ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・廃土粒子・炭化粒子少量

3　赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小プロッタ少量　　　6　褐　色　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　褐　色　ローム粒子中島　ローム小ブロック少量　　　　　　　7　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　床面から，器台の脚部片3点他70点の土師器片が出土している。第20図1の器台は，中央部付近の床面か

ら，2の堀は，西壁付近の床面から，3の嚢は，南コーナー部の床面から，4の甑は，南コーナー付近の床面

から，それぞれ潰れた状態で出土している。

所見　本跡は，床面に焼土塊が散在していることから焼失家屋と思われる。出土遺物から古墳時代前期（4世紀）

－　24　－



の住居跡と考えられる。

上20．2m

第19回　第7号住居跡実測図

第7号住居跡出土遺物観察表

＠）

0　　　　　　　　　　　　2m
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　 の　特　徴 手　法　 の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第20図 器　　 台 A　　 8．4 脚部欠損，坪部一部欠損。坪部は外 器受部外面ノ＼ケ日整形後縦位のヘラ 長石・石英・スコ P 19　40％

1 土 師器 B （2．1）傾して立ち上がる。上位に稜をもつ。磨き，端部横位のパケ目痕有り，内 リア 床面

器受部中央に単孔。 面丁寧なヘラ磨き。内・外面赤彩。 にぷい赤褐色

普通

P L 16

2

柑 A ［11．9］ 休部・口緑部一部欠損。口緑部はや 口縁郡内・外面へラ磨き。休部外面 長石・石英 P 20　40％

土 師器 B （6．1） や内攣気味に外傾して立ち上がる。 ヘラ磨き。口緑部・体郡内・外面赤 赤褐色 床面

彩。 普通 P L 16

3

襲 A　 18，1 口綾部一部欠損，体部下半欠損。口 口緑部内・外面パケ目整形後ナデ。 長石・雲母 P 21 20％

土 師器 B （11．6）緑部は外反して立ち上がる。 休部外面パケ目整形。内面はナデ， にぷい橙色 床面

一部にパケ日。 普通 休部外面に煤付着

P L 17
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図版番号 器　 種 計測値 （qm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第20図 甑 A ［23．6］ 平底。底部中央 に単孔。休部 はお椀 ロ緑部 ・休部 ・底部外面 ナデ，内面 長石 ・雲母 ・パ ミス P 22　 30％

4 土 師 器 B　 lO．3 型で， 内管 して立 ち上がる。 ロ緑部 ナデ。 橙色 床面

C　　 5．2 は複合 口縁。 普通 体部内・外面剥離

P L 17

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　一一　l－－　1

、、、

第20図　第7号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡（第21図）

位置　調査区の中央部，S26i5区。

規模と平面形　長軸4．49m，短軸4．24mの方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は27～47cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から東壁寄りにかけて踏み固められている。焼土の広がりがある。

炉　中央部から西寄りに位置し，長径71cm，短径54cmの楕円形を呈する地床炉である。

炉土層解脱

1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量　　3　暗赤褐色　焼土プロッタ・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　赤褐色　焼土大・中プロッタ・凍土粒子中量

覆土　5層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子・廃土小プロッタ・楓土粒子少量

5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量

遺物　高塔口緑部片2点，休部片6点，脚部片7点，器台器受部片1点，脚部片2点，聾口緑部片59点，休部片

394点，底部片8点の土師器片が出土している。第22・23図2の鉢，5の小形壷，7の台付聾，9・12の聾，14

の甑は北東コーナー覆土下層から床面にかけまとまった状態で出土している。1の鉢は潰れた状態で，6の台

付賓は横位，3の器台は正位，4の粗製器台は横位の状態で中央部やや西寄りの床面から出土している。8の

台付賓は住居中央からやや南寄り，13の賓は南東コーナー部から出土している。15の紡錘車は住居南西部から

周縁部欠損の状態で出土している。16～18の球状土錘はいずれも半分を欠損した状態で出土している。なお，

覆土中より少量の炭化種子が出土している。
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所見　床面に煉土塊が見られることから焼失家屋と思われる。本跡は，出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の

住居跡である。

第21図　第10号住居跡実測図

第10号住居跡出土遺物観察表

．18．6m

－一句E≦云27‾

0 1m

」　　　＿＿＿1　　　I

0　　　　　　　　　　　　　2m

！　　；　　＿」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第22図鉢A　17，6口緑部・休部一部欠損。平底。休部口縁部内・外面ナデ。休部内面へラ長石・石英・雲母・P24　95％

1土師器B　lO．6は底部から外傾して立ち上がり，頸削り後ナデ，外面へラ削り一部ナデ。スコリア 床面

C　　7．8部でさらに外傾して口緑部となる。底部外面ナデ。 橙色

普通

PL17

2

鉢A［17．6］口縁部・休部一部欠損。平底。休部休部内面ナデ，外面上半パケ目整形長石・石英・雲母・P25　70％

土師器B　12．6は半球形を呈する。口綾部は内攣気後ナデ，下半へラ削り後ナデ。スコリア 床面

味につまみ上げて立ち上がる。輪積み痕有り。 にぷい橙色

普通

PL17

3

器　　台A［10．2］器受部一部欠損。脚部は「ハ」の字器受部内面へラ磨き，外面ナデ。脚石英・雲母・パミスP26　80％

土師器B　　9，4状に開く。器受部は外傾して立ち上部内面へラ削り後ナデ，外面へラ磨明黄褐色 床面

D　lO．0

E　　6．5

がる。脚部に3孔。器受部中央に単

子し

き。 普通 PL17

－　27　－



第22図　第10号住居跡出土遺物実測図（1）
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二三一二Il

∠m－5（冠柑◎一丁D。
第23図　第10号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

lト柑嗅　　　ト　I j

・図版番号 器　種 計測値（m ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第22図 粗製器台 A　 12．4 脚部は「ハ」の字状に開く。器受部 器受都内・外面パケ日整形後ナデ。 雲母・スコリア・ P27 100％
4 土師器 B　 13．2 は外傾して立ち上がる。中央に貫通 脚部内面へラ削り，外面パケ日整形 パミス 床面

D　 ll．7 口を有す。器受部の一部に切り込み 後ナデ，切り込み部パケ目整形後ナ にぷい黄褐色 二次焼成痕有り

E　　8．0 を入れている。 デ。 普通 P L17

5

小形壷 A ［9．6］ 口緑部一部欠損。やや突出ぎみの平 口緑部内・外面パケ目整形後ナデ。 長石・パミス P28　 95％

土師器 B　 lO．4 底で中央がわずかにくぼむ。休部は 休部内面ナデ，外面上半ノ＼ケ目整形 明赤褐色 床面

C　　 5．4 球形で中位に最大径をもつ。口綾部 後ナデ，下半へラ削り後ナデ。輪積 普通 P L17

はわずかに外傾して立ち上がる。複

合口縁。

み痕有り。

6

台付賓 A　 11．5 台部は「ハ」の字状に開く。休部は 口緑部内面パケ目整形後ナデ，外面 長石・石英・雲母 P29 100％

土師器 B　 19．2 球形状で上位に最大径をもつ。頸部 ナデ，端部横ナデ。休部内面ナデ， 赤色 床面

D　　8．0 は「く」の字状を呈する。口緑部は 外面上半パケ目整形後ナデ，下半へ 普通 二次焼成痕有り

E　　4．5 外傾して立ち上がる。 ラ削り後ナデ。台部内・外面へラ削

り後ナデ。内・外面赤彩。

P L17

7

台付聾 A　 18．6 台部欠損。休部は球形状で中位に最 口緑部内面パケ目整形，外面指頭押 長石・雲母・スコ P30　80％

土師器 B （14．9）大径を持つ。口緑部は外反して立ち 圧痕有り。休部内面横ナデ，外面横 リア 床面
C　　 5．5 上がる。複合口緑。 位パケ目整形後ナデ。輪積み痕有り。明黄褐色

普通

P L 17

8

台付婆 B （6．7）台部片。台部は「ハ」の字状に下方 台部内面ナデ，外面へラ削り後ナデ。長石・スコリア・ P31　20％

土師器 D　　9．2 へ開き，下方でやや内管気味に裾部 パミス 覆土下層

E　　5．3 に至る。 明黄褐色

普通

P L17

9

婆 A　 23．7 平底。休部は球形を呈し，最大径を 口縁部内面パケ目整形後端部横ナデ，長石・雲母・スコ P32　 90％
土師器 B　 25．2 中位にもつ。頸部は「く」の字状を 外面指頭押圧痕有り。休部内面梼ナ リア・パミス 床面

C　　 7．7 呈し，ロ緑部はやや外反して立ち上 デ，外面パケ目整形後ナデ。口緑部 明赤褐色 P L 18

がる。複合口緑。 外面輪積み痕有り。 普通

10

婆 A　 13．8 体部下半欠損。休部は球形を呈し， 休部内面横ナデ，外面上半パケ目整 石英・雲母・スコ P33　40％

土師器 B （12．8）最大径を中位にもつ。頸部は「く」 形後ナデ，下半へラ削り後ナデ。口 リア・パミス 覆土中

の字状を呈し，外反して立ち上がる。

複合口緑。

緑部内面パケ目整形後ナデ，外面ナ

デ。

明赤褐色

普通

P L18
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図版番号　 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴　　　　 胎土 ・色調 ・焼成　　 備　　 考

第 23 国　　 賓

11　 土 師 器

A　 ll．8

B　 ll．2

目線部一部欠損。体部 は球形 を呈 し，

最大径 をやや上位 にもつ。 目線部 は

目線部内面ナデ，端部横 ナ千　 外面　 長石 ・雲母 ・スコ　 P 31　 梱％

ナデ。休部内面ナ デ，外面へ ラ削 り　 リア　　　　　　 覆土中

C　　 6．9 緩 く外傾 して立 ち上がる。 後 ナチ　 上半丁寧なナデ。 橙色　　　　　　　 P L 18

普通

婆 A ［ 9．幻 口緑部 ・休部一部 欠損。平底。休部 目線部 内 ・外面へラ磨 き。体部内面　 雲母 ・パ ミス　　　 P 35　 60㌔

12　　 土 師 器 8　　 6．3 はやや偏平 な球形 を呈 し，最大径 を 丁寧 なナデ　 外面へラ磨 き。体部外　 赤色 床面

C　　 3．8 中位に もつ。頸部 は 「く」の字状を 面及び目線部内 ・外面赤彩。　　　 普通　　　　　　　 P L 接

呈 し，目線部は緩 く外傾 しながら立

ち上 がる。複合 口緑。

婆 A　　 9．2 口緑部 ・休部上平一部欠損。平底。
日録部内面横 ナデブ外面へラ磨 き。 ！雲母 魯スコリア　 ㌘36　 70％

13　　 土 師 器 H　　 7．6 休部 は球形 を呈 し、最大径 をやや上 頸部 にへラ状工具 による刻 み。休部　 にぷい黄橙色　　　 覆土下層

C　　 4．6 位 にもつ。 目線部 は緩 く外傾す る。 内面 ・外面ナデ，外面 へラ磨 き。口　 普通　　　　　　 目線部内面まだら

緑部内 ・外面及び休部外面赤彩。　　　　　　　　　　 に剥離

P L 1 8

甑 A　 18．0 突出 した平底。休部 は内攣 して立 ち 目線部 内 ・外面指頭押圧痕有 り。体　 雲母 ・スコリア ・　 P 37 10 0％

14 土 師 器 B　 13．6 上がる。 目線部 は緩 く外反 し，粘土 部 内 ・外面へ ラ削 り後ナデ。輪積み　 パ ミス　　　　　　 床面

C　　 6．0 紐を貼 り付 け複合 日線状を呈 してい 痕有 り。　　　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　　 P L 19

る。 普通

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値　 （cm ） i 出 土 地 点

備　　　　 考
長　 さ 幅 孔　 径 重量 （g）

第23図15 紡　 錘　 車 （1．7） （5．7） 0．8 （41．3） 背土中 D P 9　　 P L 18

16 球　 状　土　錘 （1．の （2．0） － （3．3） 覆土中 O P lO　 P L川

17 球　 状　土　錘 仕 扇　　　 ＝潮 － （2．1） 覆土中 D P ll　 P L 18

18 球　 状　土　錘
2・中　 は・0）

－ （3．7） 覆土中 D P 12　 PL 18

第臓号鍾贋跡　第別図）

位置　調査区の北西部，S26d2区。

規模と平面形　長軸6．35nl，短軸5．55nlの長方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は37～61cnlで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から東壁寄りにかけて踏み固められている。

ぽッ匪　1か所（Pl）。机は長径鋸cm，短径56cmの楕円形で，深さ42cm。性格は不明である。

炉　中央部からやや北寄りに位置し芦　長径120cm，短径78郷の不整楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　3　赤褐色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子少量

2　赤褐色　焼土大・小ブロック・焼土粒子少量　　　　　　　　4　明褐色　ローム粒子中鼠　焼土中ブロック・焼土粒子少量

貯蔵究　南東のコーナー付近に位置し　長径棉cm　短径滋cmの不整円形で　深さは劉cmである。平坦な底面か

ら外傾して立ち上がり，断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック。ローム粒子・炭化粒子少鼠　焼　3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム小ブロック。ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少二鼠　焼土粒子・炭

化粒子微量

－　30　－
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覆土　4層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1黒褐色　ローム小プロッタ・焼土粒子・炭化粒子少亀　ローム　3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子微量

2　黒褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子　4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック小量，焼土粒子・
少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化粒子微量

遺物　本跡中央部を中心に土師器片1，836点と球状土錘1点が出土している。第25図1の鉢は正位，2の高坪は

逆位の状態で南東コーナー床面から出土している。3の壷，5の婆は中央部覆土下層から出土している。4の

聾は中央部出土のものと北東コーナー付近出土のものが接合した。6の寮は中央部からやや北寄りの覆土下層

から出土している。7の賓は北東コーナー付近の床面から出土している。8・9のミニチュア土器は中央部覆

土下層から出土している。10の球状土錘は東壁付近の床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

第25図　第12号住居跡出土遺物実測図

三　一1‾＝・：
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第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第25図 鉢 A　　 9．6 口綾部 e体部上半一部欠損。平底。 体部内 e 外面へラ削 り後ナデ。底部 長石 ・石英 ・雲母 ・P 3 8　 85％

1 土 師 器 B　　 5．8 体部 は内攣気味 に外傾 して立 ち上が 外面ナデ。 lスコ リア 床面

C　　 3．4 り，口綾部 に至 る。 橙色

普通

P L 18

2

高　　 士不 A　 1 2．9 塔部。均都 下端 に稜 を持 ち，内攣気 塔部内面パケ目整形後 丁寧 なナデ， 石英 ・雲母 ・スコ P 39　 60％

土 師 器 B （ 5．8） 味に外傾 しなが ら立ち上 がる。 外面丁寧 なナデ。 リア

にぷい黄橙色

普通

床面

P L 18

3

土質E A ［20．2］ 日録部片。有段 目緑 で中位 に段を持 日録部 内 e 外面へラ磨 き，中位の段 長石 ・石英 ・雲母 P 40　 10％

土 師 器 B （ 7．9） ち，外反 しなが ら立 ち上が る。 刻み，端部刻み後横 ナデ。 にぷい褐色

普通

覆土下層

P L 18

4

饗 A　 15．6 日録部 。体部一部欠損。やや突出し 日録部内 ◎外面パ ケ目整形後ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 ・P 41　 6 5％

土 師 器 B　 2 2．6 た平底。体部 は球形 を呈 し，最大径 体部内面へラ削 り後ナ デ，外面パ ケ スコ リア 覆土下層

C　　 6．1 を中位 にもつ。頸部 は 「く」の字状

を呈 し，緩 く外傾 しなが ら立ち上が

る。

目整形後ナデ。 にぷい黄橙色

普通

P L 1 9

5

婆 A　 1 6．1 体部下半欠損。体部 は内攣 して立ち 日経部内面ナデ，外面パケ目整形後 長石 ・石英 ・スコ P 4 2　 15％

土 師 器 B （1 7．0） 上が り，頸部 は 「く」の字状 に外反 横ナデ。休部 内面ナデ，外面パ ケ目 リア 覆土下層

する。 整形上半 に横 ナデ。輪積 み痕有 り。 にぷい黄橙色

普通

P L 18

6

I

賓 A ［18．0］ 日経部 e 体部片。体 部は内攣 してい 目線部 内面横ナデ，外面へ ラナデ。 長石 ・石英 ・雲母 ・P 43　　 5 ％

土 師 器

l

B （ 9．0）

l

る。 日録部 は外反 しなが ら立ち上が 体部 内 ・外面ナデ。 パ ミス 覆土下層

る。 橙色

普通

l

P L 19

7

小 形 婆 A　　 8．6 体部一部欠損。平底。休部 は球形 を 目線部内面ナデ，外面パケ目整形後 長石 ・石英 ・雲母 P 4 4　 7 0％

土 師 器 B　　 7．9 呈 し，最大径 をやや上位に もつ。 口 ナデ，端部横 ナデ。頸部外面縦位ハ 橙色 床面

C　　 2．5 緑部 は緩 く外反 しなが ら立 ち上が ケ目痕。体部 内面ナデ，外面上半ハ 普通 P L 19

る。 ケ昌整形後ナデ，下半へラ削 り後ナ

デ。

8

ミニチュア土器 A ［4．3］ 日綾部一部欠損。 平底。体部 は球形 日経部 内 e 外面ナデ。体部内 。外面 長石 ・石英 ・雲母 ・P 45　 95％

土 師 器 B　　 5．2 で中位 に最大径 を もつ。 日経部はや ナデ。 ス コリア 覆土下層

C　　 2．4 や外反 して立ち上 がる。 明黄褐色

普通

P L 19

9

ミニチュア土器 A　　 4．9 平底。休部 は半球形状で上位 に最大 体部内面ナデ，外面上半パケ目整形 雲母 。パ ミス P 46 10 0％

土 師 器 B　　 2．2 径 をもつ。 後へ ラ磨 き下半へ ラ磨 き。底部外面 褐色 覆土下層

C　 l．3 へ ラ磨 き。 普通 P L 19

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値　 （cm ） ！ 出 土 地 点

備　　　　 考
長　 さ 幅 孔　 径 重量 （g）

第 25図10 球　 状　土　 錘 2．3 2．3 0．3 9．4 床面 D P 13　 PL 19

第臓号住居跡（第26図）

位置　調査区の中央部，S26g6区。

規模と平面形　長軸5．85m，短軸4．78mの長方形である。

主軸方向　N－21．50－W

壁　壁高は4～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，踏み固めは弱く，柔らかい。

ピッ医　4か所（Pl～P4）。Plは径35cmの円形で，深さ40cm。P2は長径44cm，短径34cmの楕円形で，深さ

42cm。P3は径32cmの円形で，深さ18cm。P4は径30cmの円形で，深さ40cm。いずれも主柱穴と考えられる。
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第錮図　第臓号健贋跡実測図

第13号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト…　　　r l

0　　　　　　　　2m

』－一一一二一一一一一一一一　　を－…＿－　　i

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第27図村B（11．1）目線部欠損。平底。体部はやや偏平体部外面パケ目整形後ナデ。内面は長石。雲母 P47　80％

1 土師器C　　3．1な球形を呈し，最大径を中位にもつ。ナデ。内◎外面赤彩。 赤色

普通

覆土中層

体部外面に煤付着

PL19

図版番号種　　　　別
計　測　値　（cm）

出　土　地　点 備　　　　考
長　　さ 幅 孔　径重量（g）

第27図2 球　状　土　錘 2．1 1．9 0．5 4．4 覆土中 DP14　PL19
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炉　中央部から北西寄りに位置し，径55～45cmの円形を呈し

た地床炉である。

炉土層解説

1にぷい赤褐色　焼土粒子中島　ローム粒子少量

2　橙　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1極暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒
子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中鼠　ローム粒子・炭化粒
子少量

4　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，廃土粒子少鼠　ローム粒子微量

0　　　　　　　　　　　10cm

L　一十一　　一∃

遺物　高坪の脚部片10点，器台の脚部片2点他，土師器片172　　第27図　第13号住居跡出土遺物実測図

点が出土している。第27図1の堀は南コーナー付近の覆土中

層から正位で出土している。2の球状土錘は覆土中から半分欠損の状態で出土している。なお，覆土下層より

微量の炭化種子・炭化米が出土している。

所見　本跡は，出土遺物等から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

第14号住居跡（第28図）

位置　調査区の中央部，S26fg区。

∠

第28図　第14号住居跡実測図

ー　35　－



規模と平面形　長軸4．20m，短軸3．90mの方形である。

主軸方向　N－30。－W

壁　壁高は22～40cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めは弱い。

炉　中央部から北西寄りに位置し，長径110cm，短径75cmの楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解脱

1暗赤褐色　廃土小プロッタ・焼土粒子少亀　ローム粒子微量

2　赤褐色　焼土粒子多量，焼土中プロッタ中量，ローム粒子微
量

3　極赤褐色　焼土小ブロック・廃土粒子中量，ローム粒子微量

覆土　6層からなる人為堆積土層と考えられる。

土層解脱
1暗褐色　ローム粒子・廃土粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子小量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

4　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中島　ローム小ブロック少量

6　極赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・
炭化粒子少量

遺物　土師器細片180点が，住居中央部を中心に出土している。第29図1の高坪は南東コーナー付近から出土し

ている。2は中央部，3は北壁付近から出土している壷である。4の小形壷は南東コーナー部出土のものと中

央部出土のものが接合した。5の台付賓は中央部やや南寄りから出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

第29図　第14号住居跡出土遺物実測図
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第摘号住居跡出土遺物観察表

図版番号

高　　塔

土師器

計測値（cm）

A　21．1

B（6．2）

器　形　の　特　徴

杯部。師部は内攣気味に外傾しなが

ら立ち上がる。

手　法　の　特　徴

土不部内面へラ削り後ナデ，外面ハケ

目整形後ナデ。

胎土・色調・焼成 備　　考

暦n 当
普通

r　L lリ

2

・こことご雲貰 A　 13．1 頸部から口緑部片。休部から口緑部 目線部内 ・外面へラ削り後へラ磨き。雲母 ・スコリア ・ P 49 15％

土 師 器 B （11．7） にかけて外反しながら立ち上がる。 体部内面へラ削り後ナデ，外面へラ バ ミス 覆土下層

削り後へラ磨 き。 橙色

普通

P L 20

3

・お里芝 Å　 14．8 目線部。目線部はやや外反しながら 日録部内 ・外面へラ削り後ナデ。 雲母 ・スコリア・ P 50 10％

土 師 器 B （ 6．6） 立ち上がる。 パミス

橙色

普通

覆土中層

P L 20

4

小 形 壷 B （ 6．7） 日録部 位体部上半欠損。平底。休部 体部内面へラ削り後丁寧なナデ　 外 雲母 ・スコリア ・ P 51 60％
土 師 器 C　　 3．6 は球形を呈し，中位に最大径をもつ。面へラ磨 き。 パミス

浅黄橙色

普通

床面

P L 20

台 付 婆 A ［18亮］ 台部 ・目線部から休部の一部欠損。 目線部内 ・外面パケ目整形後ナデ， スコリア ・パミス P 52　55％

5 土 師 器 B （19．1） 体部は球形状で中位に最大径をもつ。端部横ナデ。体部内 ・外面下半へラ 橙色 覆土下層

頸部は 「く」の字状に外傾し目線部 削 り後ナチ　 外面上半パケ目整形後 普通 P L 20

に至る。 ナデ。

第臓号佳贋跡（第3の図）

位置　調査区の北西部，S26al区。

規模と平面形　長軸3．14m，短軸2．62mの長方形である。

主軸方向　N－33．50－E

壁　壁高は10～20cmで，やや外傾して立ち上がる。

し　＿．　い　　　＿＿‥．＿．＿＿　ノ

第鍼図　第臓聾住居跡窯測図

r二・：　cli

0　　　　　　　　　　　　　　2m

一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　一　　　一一．　一　　　　一1－
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床　一部撹乱による凹凸が見られるが，全体的に平坦で，踏み固め

は強い。

炉　中央部から北西寄りに位置し，長径60cm，短径46cmの楕円形を

呈した地床炉である。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中島　ローム小プロッタ・ローム粒子少量
2　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・廃土粒子少量
3　橙　色　ローム粒子・焼土粒子少量

覆土　2層からなる自然堆積土層である。

土層解脱

1極暗褐色　ローム中・小プロッタ・ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　床面及び覆土下層から土師器片97点が出土している。特に，

北西の壁付近から多く出土している。第31図1の小形聾は北西壁

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　l i

第31図　第15号住居跡出土遺物実測図

付近の床面から散在して出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （qm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第31図 小 形 賓 A ［14．2］ 底部欠軌　 休部 ・口緑部一部欠損。 口綾部外面パケ目整形後 へラナ デ， 長石 ・石英 P 53　 4 0％

1 土 師 器 B （13．7） 休部 はやや偏平 の球形状 で， 中位に 内面 はナデ。休部外面 へラナデ，内 橙色 床面

最大径 をもつ。 口緑部は外反 して立

ち上がる。

面パケ目整形後ナデ。 普通 休部外面剥離

P L 2 0

第16号住居跡（第33図）

位置　調査区の北西部，R26il区。

規模と平面形　長軸（3．50）m，短軸3．15mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は5～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが，踏み固めは弱い。

ピット　1か所（Pl）。Plは長径82cm，短径44cmの楕円形で，深さ60cm。性格は不明である。

炉　中央部からやや北寄りに位置し，長径82cm，短径44cmの楕円形を呈する地床炉である。

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小プロッタ・　4　赤褐色　ローム粒子・廃土粒子少量
廃土粒子少量

2　赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子，焼土小ブロック少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中牽，ローム粒子少量

覆土　4層からなる人為堆積土層である。

土層解説

1極暗褐色　ローム小プロッタ少星．ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土小プロッタ・焼土粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
6　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

！　　　；　　　！

第32図　第16号住居跡出土遺物

実測図
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通観　出土遺物は少なら高塀塔部片摘　器台脚部片月氏婆日経部片　息体部片汚点が出土している。第

霊園の　こチュア土器は　両壁付近の覆土下層から出土している。

新風　本跡はラ　出土遺物が少ないがタ床面から古墳時代前期の土師器片滴出土していることから　古墳時代前

期の住居跡と考えられる。

2　　　　　　　　　　4　　　2

第鍼図　第臓考健贋跡実測図

第蟻号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

さ、‥一二∴…二∴＿∴∴二；

臣

－16．6m
3

11：l三一‾一二l与‥l二1一二1

0　　　　　　　　　　　　　1m

二　＿】二＿l＿＿　　－　＿＿．．　＿

図版番号i器種匝酎cm）i　 器形の特徴　 i　 手法の特徴
胎土。色調・焼成 備　　考

第3掴　ミニナユ互器　A［5・8］休部・目線部一部欠損。平底。体部　休部内面へラ削り後ナデ端部指頭押

1　土師器　B　ヰ・8　は内攣気味に外傾して立ち上がる。圧痕有り，外面へラ削り後ナデ。底
長石。雲母

橙色

P54　65％　、

葎土下層
C　3・3　　　　　　　　　　　　　　　　　 部外面へラ削り後横ナデ。 普通 PL20

第臓号健贋妙　第別図）

億置　調査区の北西部　R錆g区。

規模藍啓隊形：録独打開m言敷軸も嫡mの方形である。

主軸方向　N－460－－1V

壁　壁高は姻～劉cmで　外傾して立ち上がる。
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床　平坦で，中央部から南壁寄りに踏み固められている。中央部に焼土の広がりがある。

ピット　2か所（Pl～P2）。Plは長径48cm，短径27cmの楕円形で，深さ26cm。出入り口施設にともなうもの

であると考える。P2は径39cmの円形，深さ38cmで，性格は不明である。

炉　中央部から北西寄りに位置し，長径105cm，短径66cmの楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解説

1赤褐色　焼土粒子多量，廃土小ブロック少量，ローム粒子微量　3　暗赤褐色　ローム大・中ブロック・ローム粒子中量，焼土小プ
2　赤褐色　焼土大・中プロッタ，焼土粒子多量，ローム粒子微量　　　　　　　　ロック・焼土粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積土層である。

土層解脱

1黒褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・炭化粒子少量　　　　3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量　　4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　床面と覆土中層から，器台の口緑部1点　体部3点他土師器片536点が出土している。特に，中央部付近

から多く出土している。第35図1の椀は南側の覆土中層から正位で，3の台付賓は中央部付近（炉の南側）の

覆土中層から横位で，7の聾は中央部（炉の東側）の床面から正位の潰れた状態で，9のミニチュア土器は中

第34図　第17号住居跡実測図
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央部の覆土中層から正位で，それぞれ出土している。4の台付賓は東コーナー部の床面から正位で，8の聾は

中央部の覆土中層から逆位で出土している。2の壷は南西部の中層から正位で，6の聾は中央部の中層から出

土している。

所見　本跡は，床面に煉土塊が散在していることから焼失家屋と思われる。遺物から古墳時代前期（4世紀）の

住居跡と考えられる。

第35図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表

・′l・＼

ま：

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　 考

第 3 5 図 椀 A ［ 1 3 ．1 ］ 平 底 。 休 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が る 。 休 部 外 面 パ ケ 目 整 形 後 ナ デ ， 内 面 ナ 砂 粒 ・ 長 石 P 5 5 　 9 0 ％

1 土 師 器 B 　　 6 ，5

C 　　 4 ．3

デ 。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

覆 土 中 層

P L 2 0
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図版番号　 器　種 計測値 （cm） 器　形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 i胎土 砂色調。焼成
備　　 考

第35回　　 壷 A　 12．9 休部欠損。目線部は外傾して立ち上 日録部外面ハケ日整形後へラナデ　 雲母・パミス P 56 10％
2　　 土 師 器

！

H （5．6） がる。複合口緑。

E

内面は横ナデ。　　　　　　　　　 明赤褐色

普通

i
l

覆土中層

内・外面剥離有り

P L 20

台 付 婆

3　　 土 師 器

A 「13．8］

B （17月）

E （3鳶）

台部 0休部・目線部一部欠損。台部

は「ハ」の宰状に開く。休部上位に

最大径をもつ。目線部は外反して立

ち上がる。

日縁部内・外面ハケ目整形後ナデ。　 長石・雲母・ネコ

体部内・外面ハケ目整形後ナデ。台　 リア

部内・外面ハケ目整形。　　　　　 にぷい黄橙色

普通

P 57　70㌔

覆土中層

台・休部内外面剥離

P L 20

台 付 婆 D　　 8．8 台部片。「ハ」の字状に下方に開く。 台部外面ハケ日整形後へラナデ　 内　 長石・雲母・スコ P 58 10％
4　　 土 師 器 E （5．8） 面はハケ目整形。　　　　　　　　　 リア 床面

橙色 P L 20

普通

台 付 婆

5　　 土 師 器

D　 lO．6

E （4，7）

台部片。一部欠損。 「ハ」の宰状に

下方に開く。

台部内・外面パケ目整形後ナデ。輪　 長石。雲母 P 59　 5％
積み痕有り。　　　　　　　　　　 橙色 覆土上層

普通 内・外面剥離有り

P L 20

婆 A　 16．4 休部・口緑部一部欠損。平底。休部 日録部内・外面パケ目整形。体部外　 長石・雲母 P 61 70％
6　　 土 師 器 B　 22．5 は球形を呈し，最大径を中位にもつ。面上半パケ日登粗　 下半・内面ナデ。にぷい橙色 覆土中層

C　　 4．4 目線部は外傾して立ち上がる。 普通 P L 21

婆 A　 15」 目線部片。休部欠損。口緑部はやや 目線部内。外面へラナデ。　　　　 長石 e雲母 ・スコ P 62 10％
7　　 土 師 器 B　　 7．0 内攣して立ち上がる。 リア 床面

橙色 P L 20

普通

婆 B （2．5） 底部片。平底。 底部に木葉痕有り。休部外面ナデ。　 石英・雲母・スコ P 飢） 5％
8　　 土 師 器 C　　 8．6 リア。パミス 覆土中層

明黄褐色 P L 21

i　　　　　　 i 普通
ミニチュア土器 A　 7．1　 目線部一部欠損。平底。休部 は内攣　 体部 内 ・外面ナデ，一部 へラナデ。 長石 P 63　98％

9 土 師 器 B　 5．3　 して立 ち上がる。 にぷ い黄橙色 覆土中層

C　　 4．2 普通 P L 21

第瑠爵号佳屠跡（第36⑳37回）

健澄　調査区の北西部，S25j4区。

重複関係　本跡隠　第19号住居跡と重複している。本跡が，第摘号住居跡に掘　込まれており古い。

規模藍平面形　長軸5。53m，短軸軋83mの長方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は12～22cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めは弱い。

ぽッ匪　摘ゝ所軌～㌘4）。Plは径30cmの円形でプ　深さ56cm。㌘2は径31cmの円形で，深さ56cm。㌘3は長径

38cm，短径32cmの楕円形で，深さ42cm。いずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部からやや北寄りに位置し　長径閥cm　短径62cmの楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量、焼土粒子少量

貯蔵究　南のコーナー部に位置し　長軸梱cm　短軸舗cmの隅丸長方形で，深さは32cmである。平坦な底面から

外傾して立ち上がり，断面は逆台形である。
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貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒　3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化

子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

粒子微量

覆土　3層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子　　　　　　炭化粒子微量

少量

逸物　出土遺物のほとんどが中央部から南西コーナー部に集中して出土している。出土遺物は，土師器器台◎壷◎

婆の細片197点である。第38図1の器台は北東部の床面から出土している。2の肘は南西コーナー部，3の滑は

西壁付近から出土している。4～6の壷は南東コーナー付近のほぼ同じ位置から出土している。7の聾も南東

コーナーから出土している。

新風　本跡は，出土遺物や第19号住居跡との重複関係から古墳時代前期前半（4世紀前半）の住居跡と考えられ

る。

第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 I備　 考

第38図 器　　 台 A　　 6．3 脚部下半欠損。脚部 は 「ハ」字状 に 脚部内面 ナデ，外面へ ラ磨 き。器受 長石 ・パ ミス P 64　2 0％

1 土 師 器 B （ 3．7） 開 く。器受部はやや外反気味に立 ち 部内 ・外面へ ラ磨 き。 にぷい黄褐色 床面

E （ 1．8） 上がる。器受部 中央 に単孔。 普通 P L 21

2

肘 A　　 8．6 目線部 e体部一部欠損。丸底。体部 口緑部 内 ・外面へラ磨 き。休部 内面 長石 ・雲母 P 65　6 0％

土 師 器 B　　 7．2 偏平 な半球形を呈 し，頸部下位 に最 へラ削 り後 ナデ，外面へ ラ磨 き。 にぷい橙色 覆土中層

大径 を もつ。目線部 は外傾 しなが ら

立ち上が る。

普通 P L 21

3

肘 B （ 4．3） 目線部 。体部の一部欠損。やや上 げ 体部内面 へラ削 り後 ナデ，外面へラ 長石 eパ ミス P 66　6 0％

土 師 器 C　 l．9 底。体部 は半球形 を呈 し，最大径 を 磨 き。体部外面赤彩。 赤色 覆土中層

中位 にもつ。 普通 P L 21

4

士宝亘 A ［20．1］ 体部下半欠損。体部 は内攣 して立 ち 日録部 内 。外面へラ磨 き。体部 内面 長石 ・石英 ・雲母 ・P 67　3 0％

土 師 器 B （28．6） 上がる。 日録部 はやや短 く頸部か ら へラ削 り後 ナデ，外面へ ラ削 り後へ スコ リア ・パ ミス 床面

ほぼ垂直 に立ち上が る。頸部下位 に

2 個 を一単位 とした円形の感状突起

が 3 か所に有る。

ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

P L 2 1

5

＝土ご宣芝 B （3 7．0） 底部 ◎体部下半 の一部。突出した平 体部 内面へ ラ削 り後ナ デ，外面へ ラ 石英 ・雲母 ・ス コ P 68　3 0％

土 師 器 C　 17．0 底。体部 は内攣 して立ち上 がる。 削 り後へ ラ磨 き。底部外面の突 出部 リア eパ ミス 覆土下層

パケ目整形後ナデ。輪積み痕有 り。 にぷい赤褐色

普通

P L 2 2

6

てことご竺夏 A　 14．1 日録部。頸部 から外反 しながら立 ち 日録部 内 e 外面へ ラ磨 き。 長石 ・スコリア P 69　 5 ％

土 師 器 B （ 5．4） 上が る。内面上部 に緩やかな稜 を持 にぷい橙色 床面

つ。複合目線。 普通 P L 2 2

7

賓 A　 1 6．8 口緑部 。体部上半部片。体部 は球形 目線部内面パケ目整形後横 ナデ，外 石英 ・雲母 P 70　40％

土 師 器 B （1 7．1） を呈 し，最大径 を中位に もつ。頸部 面横ナ デ。体部内面ナデ，外面パケ にぷい褐色 覆土下層

は 「く」の字状で外反 している。 目整形後ナデ。頸部 に指頭押圧痕有

り。

普通 P L 2 1
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第鍼図　第柑◎摘草住居跡実測図（鋸
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第錮図　第臓◎臓号健贋跡実測図餞）

第臓常任贋静（第36◎37図）

健置　調査区の北西部プ　S25j4区。

重複関係　本跡は，第五8号住居跡と重複している。本跡がき　第18号住居跡を揺り込んでおり新しい。

規模と平面形　長軸3。42m，短軸3．02mの長方形である。

主軸方向　N－620－W

壁　壁高は12～37cnlで，外傾して立ち上がる。

應　平坦で，踏み固めは弱も　東部に抜根の跡がある。

ぽッ匪　3か所（㌘1～㌘3）。机は長径縞cm　短径33cmの楕円形で　深さmcm。出入　口施設にともなうもの

であると考えられる。㌘2は長径錮cm　短径鵬cmの楕円形で　深さ錮cm。Pは長径46cm，短径38cmの楕

円形で　深さ購cm。いずれも性格は不明である。

炉　中央部から西寄りに位置しタ　長径飢cm　短径50cmの楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解説

1舶赤褐色　ローム粒子・焼土中プロ、ソク・焼土粒子少鼠　炭化　3　赤褐色　ローム粒子中量、ローム小ブロック・焼土粒子少

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼠　炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多鼠　ローム粒子少量
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覆土　3層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　覆土下層から，高塔口緑部1点，休部1点他相等の土師器片218点が出土している。第39図1の器台は中

央部付近の覆土下層から散在して出土し，4のミニチュア土器は東壁際の覆土下層から逆位で出土している。

5の鉄製の鎌は南壁際床面から出土している。

『㌘

‾∴二l
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第38図　第18号住居跡出土遺物実測図



所見　本跡は，出土遺物や第18号住居跡との重複関係から古墳時代前期後半（4世紀後半）の住居跡と考えられ

る。

第39図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表

二二二

i刻5

0　　　　　　　　　　　　　10cm

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第39図 器　　 台 A　　 8．5 器受部一部欠損。脚部は 「ハ」の字 器受部内 ・外面横位のヘラ磨き。脚 長石・雲母 ・パ ミス P 71 90％

1 土 師 器 B　　 8．7 状に開く。器受部は外傾して立ち上 部内面ノ＼ケ目整形後ナデ，外面縦位 赤色 覆土下層

D　 lO．5

E　　 6．3

がり，下部に稜線が有る。孔は無い。のヘラ磨 き。器受部内・外面及び脚

部外面赤彩。

普通 P L 22

2

璽g B （13．3） 口緑部欠損。休部一部欠損。平底。 休部外面パケ目整形後ナデ，内面へ 石英 ・雲母 P 72 15％

土 師 器 C　　 5．4 休部は偏平の球形で中位に最大径を ラナデ。 にぷい橙色 覆土中

もつ。 普通 P L 22

3

璽 A ［14．2］ 口緑部 ・休部片。口緑部はやや外傾 口綾部 ・体部外面ナデ，内面パケ目 石英 ・雲母 P 73　 5 ％

土 師 器 B （ 8．5） して立ち上がる。複合口縁。 整形後ナデ。 明褐色

普通

覆土中

P L 22

4

ミニチュア土器 A　　 6．8 口綾部一部欠損。平底。休部は偏平 口縁部外面へラナデ，内面パケ目整 長石・雲母 ・パミス P 74　90％

土 師 器 B　　 6．8 の球形で中位に最大径をもつ。口縁 形。休部外面パケ目整形後へラナデ，にぷい橙色 覆土下層

C　　 5．0 部はやや外傾して立ち上がる。複合

口緑。

内面ナデ。 普通 体部内・外面剥離

P L 22

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値　 （cm ）

出　土 地 点 備　　　　 考
長　　 さ 幅 厚　　 さ 重量 （g ）

第 39 図 5 鎌 （8．6） 2．8 0．6 （16．1） 床面 M I　　 P L 22

ー　47　－



第鍼号健贋紗（第購図）

位置　調査区の北西部，S26b5区。

規模藍平面形・昆軸［虹摘］掛言粗軸［狛摘］mの方形と推定される。

主軸方向　N－OJ

壁　上面は削平され，壁はほとんど確認できない。

床　平坦である。木の根の撹乱により遺存状態が悪い。

伊　佐居中央部に位置しタ　長径55cm，短径姐cmの楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解説

1にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

2　赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量、ローム粒子徴
点数
湧邑

3　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

貯蔵究　南東のコーナー部に位置し，長軸86cm，短軸57cmの隅丸長方形で，深さは58cmである。平坦な底面か

ら外傾して立ち上がり，断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少．量，焼土粒子・炭

化粒子微量

覆土　薄く2層から堆積している。自然堆積土層である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

2　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
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第鯛図　第鍼考健屠紗実測図

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
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遺物　土師器片24点が出土している。出土遺物は，全て住居南東コーナー

部の貯蔵穴覆土下層からである。第41図の台付婆は潰れた状態で出土

している。

所見　出土遺物が少ないが，貯蔵穴の出土遺物から古墳時代前期（4世

紀）の住居跡と考えられる。

第20号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　；　　　！

第41図　第20号住居跡出土遺物

実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 41図 台 付 寮 A ［13．0］ 台部欠損。休部 はやや扁平 な球状 を 頸部下位か ら口縁部内面パケ目整形 長石 ・石英 P 75　 55％

1 土 師 器 B （13．0） 呈 し，最大径 を中位に もつ。頸部 は 後 ナデ，外面 パケ目整形後丁寧 なナ にぷ い黄褐色 貯 蔵穴

「く」の字状 を呈 し，口緑部 にかけ デ。休部内面 へラ削 り後ナデ，外面 普通 P L 22

外 傾す る。 パ ケ日整形後 ナデ。輪積 み痕有 り。

第21号住居跡（第42図）

位置　調査区の北部，S26C9区。

規模と平面形　長軸6．13m，短軸5．55mの長方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は12～30cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。南壁付近に焼土と炭化材の広がりがある。

ピット　1か所（Pl）。Plは長径128cm，短径104cmの楕円形で，深さ8cmである。性格は不明である。

炉　2か所。炉1は，中央部から北西寄りに位置し，長径92cm，短径53cmの不整楕円形である。炉2は，住居中

央部に位置し，長径125cm，短径52cmの不整楕円形である。どちらも地床炉である。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量

2　赤褐色　廃土粒子多量，ローム中プロッタ中量，ローム粒子

少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム小プロッタ・ローム粒子・焼

土小プロッタ少量

貯蔵穴　南西のコーナー部に位置し，長径114cm，短径80cmの不整形で，深さは78cmである。底面から外傾して

立ち上がり，断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子少亀　焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量，焼土粒子微量

覆土　3層からなる人為堆積土層である。

土層解説

1黒褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子　3　褐　色　ローム中・小プロッタ・ローム粒子中量，焼土粒子極

微呈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・廃土粒子・炭化　4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
粒子極微量
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第42図　第21号住居跡実測図
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遺物　床面から覆土中層にかけて，高杯の口縁部3点，杯部3点，裾部4点，脚部1点，埠の口緑部7点他土師

器片961点が出土している。特に，南西のコーナー部から多く出土している。第43図1の高杯は南西コーナー

部の覆土中層から散在して出土し，5のミニチュア土器は南西のコーナー部の床面から出土している。2の高

塀は北側の床面から逆位の潰れた状態で，3の高杯は南東の床面から出土している。6の球状土錘は南東コー

ナー部の床面から，7・8の管状土錘はそれぞれ南壁際覆土下層・中央部付近床面から出土している。9の磨

製石斧は南西コーナー部焼土付近から半分欠損した状態で出土している。

所見　本跡は，出土遺物等から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

④　◎

瑚5

⊂⊃
6～8S・互

第43図　第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表

9

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－＿　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第43図高　　坪A　13．8脚部欠損，坪部一部欠損。坪部は底体部内・外面パケ目整形後ナデ。輪長石・石英・スコP76　70％

1 土師器B（6．0）部から外傾して立ち上がる。下位に積み痕有り。 リア・パミス覆土中層

稜線有り。 にぷい橙色

普通

PL22

2

高　　杯A　15．0脚部欠損。坪部は下位に稜を持ち，口縁部パケ日整形後ナデ。塔部外面長石・雲母・パミスP77　50％

土師器B（5．8）やや内題気味に立ち上がる。 ヘラナデ。 橙色

普通

床面

PL22

3

高　　杯B（14．5）塔部欠損。脚部は中空の円筒状で下裾部内・外面パケ日整形後ナデ。脚長石・雲母・パミスP78　50％
土師器D　ll．2方に膨らみをもつ。裾部は「ハ」の部外面パケ目整形後ナデ。 明褐色 床面

E　ll．9字状に大きく開く。 普通 PL22
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図版番号 器　 種 計測値 （〔m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

4

肘 B （ 9．4）

！

休部一部欠損，日録部欠損。丸底。 休部外面パ ケ目整形後ナデ，内面は 長石 ・石英 ・スコ P 79　 40％

土 師 器

l
l

休部 は球形 を呈 する。

I
l

ナデ。

i

リア

明赤褐色

普通

覆土中

体部 内 ・外面剥離

P L 2 2

5

ミニチュア土器 A　　 2．3 平底。休部は円筒状で，目線部 は内 体部内 ・外面ナデ。指頭押圧痕有 り。長石 ・石英 ・パ ミス P 80 10 0％

土 師 器 B　　 2．6

C　 l．2

攣す る。 橙色

普通

床面

P L 22

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値　 （cm ） i 出 土 地 点

備　　　　 考
長　 さ 幅 孔　 径 重量 （g ）

第 43 図 6 球　 状 土　 錘 3．1 2．9 0．6 2 2．7 南東 コーナー付近床面 D P 1 5　 PL 2 2

7 管　 状 土　 錘 3．8 1．6 0．5 8．8 南壁際覆土下層 D P 1 6　 P L 2 2

8 管　 状 土　 錘 2．1 0．8 0．3 1．4 中央部付近床面 D P 1 7　 P L 2 2

図版番号 種　　　　 別
計　　 測　　 値　 （cm ） 巨 質

出土地点 備　　 考
長　　 さ 幅 厚　　 さ 重畳 （g）

第43図9 磨　製 石　斧 （7．9） 3．6 7．9 （311．6） 安 山岩 覆土下層 Q 2　 PL22

第鍼号鍾贋線　第舶図）

位置　調査区の北西部，R26j6区。

重複関係　本跡は，第28号住居跡と重複している。本跡が，第28号住居跡を掘り込んでおり新しい。

規模と平面形　長軸3．44nl，短軸3．33mの方形である。

主軸方向　N－110－E

壁　壁高は19～33cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ぽッ匪　摘ゝ所（㌘1～P4）。Plは径38cmの円形で，深さ28cm。P2は長径30cm，短径22cmの楕円形で，深さ

25cm。㌘3は長径48cm，短径36cmの楕円形で，深さ40cm。P4は長径34cm，短径29cmの楕円形で，深さ25

cm。いずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部に位置し，長径49cm，短径30cmの楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解説

1赤褐色　焼土大・中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子微　2　明赤褐色　ローム粒子中畳　焼土粒子少量
旦互

盈

覆土　3層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少畳　ローム粒子・焼土粒子・炭化　2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少畳　焼土粒子。炭化

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子微量

3　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　高杯・婆等の土師器片148点が出土している。遺物は，北壁および北西コーナー付近に集中している。第

45図1の台付賓は北西コーナー寄りから出土している。2の婆は，北壁付近出土のものと北西コーナー付近出

土のものが接合した。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

ー　52　－



第44図第22号住居跡実測図

F
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第45図　第22号住居跡出土遺物実測図

第22号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 45図 台 付 要 D　 ll．7 台郡 のみ。台部 は 「ハ」の字状 に開 台部 内面上半へラ削 り，下半ノ＼ケ目 長石 ・石英 ・ス コ P 81 2 0％

1 土 師 器 E （ 6．0） く。 整形後端部横ナデ，外面パケ目整形 リア 覆土下層

後 ナデ。 明褐色

普通

P L 2 3

2

婆 A ［1 7．8］ 休部 ・口縁部一部欠損。突出 した平 口縁部内面横 ナデ，外面 へラ削 り後 長石 ・スコ リア P 82　 35％

土 師 器 B　 15．2 底。休部 は球形状 で，長大径 を中位 ナデ，端部横 ナデ。体部 内 ・外面へ 橙色 覆土下層

C　　 5．0 にもつ。頚部 は 「く」の字状で口緑

部にかけて外傾 する。

ラ削 り後 ナデ。 普通 P L 23
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第錮考健贋跡（第購図）

位置　調査区の北西部，R26i（i区。

規模藍平面形　長軸　82m　短軸持。椚　mの長方形と推定される。

主軸方向　N－30ローW

壁　壁高は購～髭cmで　外傾して立ち上がる。

床　平坦で，炉を囲むように踏み固められている。

ぽッ匪　2か所軌～㌘2）。Piは径嫡cmの円形で　深さ鮮cm。主柱穴と考えられる。Pは長径45cm，短径38

cmの楕円形で，深さ32cm。性格は不明である。

炉　中央部から北西寄りに位置し　長径摘鹿m　短径鋸cmの不整楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解説

1極暗赤褐色　焼土中ブロック・廃土粒子・炭化粒子少量　　　　　3；こぶい赤褐色　焼土中プロ、ソク・焼土粒子・ローム粒子少鼠　炭化

2　暗赤褐色　焼土粒子多鼠　焼土中ブロック中鼠　ローム粒子微　　　　　　　　粒子徴岩

畳

‖

／

　

　

ノ

｝

「

第鯛図　第錮号鐘屠跡実測図
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3・4S・ち

第47図　第23号住居跡出土遺物実測図
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覆土　5層からなる人為堆積土層である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少最　焼土　4　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中畳　ローム小プロツ

2　褐　色　ローム粒子中量　ローム中・小ブロック・炭化粒子少量　　　　　　　ク少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

過触　床面及び覆土下層から上層にかけて，鉢の日経部1魚　高棒の塔部9息壷の日録部3凰台付饗の台部

3点が出土している。第47図1と2の婆は北側の炉床面端部から，ともに逆位で出土している。3◎4の球状土

錘と5の砥石は覆土中から出土している。

所農　本跡は，出土遺物等から古墳時代前期　拍世紀　の住居跡と考えられる。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第47図 婆 A 「17．2］ 平底 で中央がやや くぼむ。体部 は球 口緑部 ・体部 とも内 ・外面ナデ。 長石 ・パ ミス P 8 3　70％

1 土 師 器 B　 22．4 形 で中位に最大径 をもつ。 口緑部 は 褐色 床面

C　　 8．4 外傾 して立 ち上が る。 普通 P L 23

2

婆 B （13．5） 目線部欠損，休部大半欠損。平底。 体部内 ・外面 ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 84　 20％

土 師 器 C　　 9．6 体部 は球形。 パ ミス

橙色

普通

床面

P L 23

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値　 （cm ） i 出 土 地 点

備　　　　 考長　 さ　　 幅　 巨 L　 径 i重量 （g）

第47図3 球　状　土　錘 2．4 0日　 ・5　　 ほ1 覆土中 DP18　 PL23

4 球　状　土　錘 2．1 2・中　 ・中　 ・7 覆土中 DP19　 PL23

図版番号　　 種　　　　 別
計　　 測　　 値　 （cm ）

石　　 質 出土地点　　　　　 備　　 考
長　 さ 幅 厚　　 さ 重量 （g）

酎 7図5 i 砥　　 石
16．3 14．7 6．1 399．1 浮　　 岩 覆土中　 i Q 3　 P L 23

第錮考佳贋跡（第48図）

位置　調査区の北部，R26j9区。

規模と平面形　長軸6．81m，短軸6．02mの長方形である。

主軸方向　N－820－W

壁　壁高は15～47cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から出入ロピット（P5）にかけて踏み固められている。北東コーナー部から南西コーナー

部に焼土と炭化材の広がりがある。

ぽッ匪　6か所（Pl～P6）。㌘1は径購cmの円形夕　深さ76cm。㌘2は径48cmの円乳　深さ58cm。P3は径38cmの

円乳　深さ38cm。P4は径42cmの円乳　深さ62cmで，いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径48鋤　短径

購cmの楕円形　深さ鋼cmで　出入　口施設にと　なうものであると考えられる。P　は長径購cm　短径鋼

cnlの楕円形，深さ20cnlで，性格は不明である。
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第48図　第24号住居跡実測図
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第49図　第24号住居跡出土遺物実測図（1）
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10cm

第50図　第24号住居跡出土遺物実測図（2）
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炉　床中東部に位置し　径mcmの不整円形で　深さ鋼cmの地床炉である。炉床は，熟を受け赤変硬化している。

炉土層解説

1明赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量　　3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中鼠　ローム中・小ブロック

2　明褐色　ローム粒子多量，ローム大e中ブロック。焼土中ブ　　　　　　　　少量

ロック少量

貯蔵究　東壁側北東コーナー寄りに位置し，径50cmの円形で，深さは43cmである。平坦な底面から外傾して立

ち上がり，断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子・炭化物少最　炭化粒子微量　　　　　　　4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒　　色　ローム粒子少量，炭化材・炭化粒子多量　　　　　　　5　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子・炭化物少量，炭化粒子微量

覆土　4層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子極少量　　　　3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

2　黒　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子　　　　　　　少量

少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

逸物　土師器片購点とガラス小玉　点が出土している。出土遺物の多くが中央部，北東◎北西コーナー部に集

中している。第49図はの鉢は潰れた状態で，6◎8の高塔，9の粗製器台は横位言3◎14◎19の婆は潰れた状態

で住居中央部からやや南寄りにかけての位置で出土している。3の高塔は横位の状態で貯蔵穴から出土してい

る。5の高塔は潰れた状艶皇6の小形壷が北東コーナー部から出土している。躯雄の高塔言1の敬15の小形

壷は横位言の台付誓言掛掛聾は逆位言綱の聾は潰れた状態で北西コーナー部から出土している。用の樹は北

壁付近から出土している。23のガラス小玉は北壁付近床面からi点出土している。2の塔は流れ込みの遺物と

考えられる。なお，覆土下層より微量の炭化種子が出土している。

新風　本跡は，覆土下層から床面に多量の炭化材◎焼土塊が確認されている事から焼失家屋と考えられる。出

土遺物から古墳時代前期後半（4世紀後半）の住居跡と考えられる。

第別号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第49図 鉢 A ［15．8］ 目線部 ・体部一部欠損。平底。休部 体部内面へ ラ削 り後ナデ，外面へラ 石英 ・パ ミス P 85　 80％

1 土 師 器 B　　 8．9 は底部 から内攣気味 に外傾 して立 ち 磨 き。体部内 ・外面赤彩。 赤褐色 覆土上層

C　　 4．8 上 がる。 普通 P L 2 3

2

塔 A　 12．2 底部 ・体部 一部欠損。休部 は内攣 し 休部 内面ナデ，外面へ ラ磨 き。 石英 ・スコリア P 8 6　 6 0％

土 師 器 B （ 4．5） て立 ち上が り， 目線部に至 る。 にぷ い橙色

普通

覆土上層

P L 23

3

高　　 杯 A　 16．6 脚部 は 「ハ」の字状 に開 く。師部 は 杯部外面へラ削 り後縦位 へラ磨 き。 長石 ・石英 ・雲母 ・P 8 7 100％

土 師 器 B　 12．4 半球形状 を呈 し下端 に稜 をもち，外 脚部内面へラ削 り後へラ磨 き，外面 スコリア 貯蔵穴

D　 lO．2

E　　 6．0

傾 して立 ち上が る。 へ ラ削 り後縦位へ ラ磨 き。 にぷい橙色

普通

塔部内面剥離

P L 23

高　　 塔 A ［18．0］ 師部一部欠損。脚部 は 「ハ」の字状 杯部内 ・外面へラ削 り後縦位へ ラ磨 雲母 ・スコリア ・ P 88　 70％

4 土 師 器 B　 14．3 に開 く。杯部は下位 に明瞭な稜を持 き。脚部 内面へラ削 り後ナデ，外面 パ ミス 床面

D　　 8．6 ち， 内攣気味に外傾 して立ち上がる。縦位へラ磨 き。杯部内 ・外面及び脚 赤褐色 杯部内 ・外面剥離

E　　 5．6 部外面赤彩。 普通 P L 封

高　　 林 A　 21．2 脚部 は 「ハ」の字状に開 く。林部 は 杯部 内 ・外面へラ削 り後へラ磨 き。 長石 ・雲母 ・スコ ㌘89　 80％

5 土 師 器 B　 15．0 内攣気味に外傾 して立ち上 がる。脚 脚部 内面ナチ　 外面へ ラ磨 き。 リア ・礫 覆土中層

D　 ll．2

E　　 6．7

部 に 3 孔。 橙色

普通

P L 24
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ！　 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第49図 薗　　 塔 A　 19．3 脚部及 び師部一部欠損。珂部 は二段 塔部 内面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，底部 長石 e ス コリア P 90　 70％

6 土 師 器 B （ 8．3） の張 り出 しがある。下段 は内攣気味 ナデ，外面へ ラ削 り後ナデ，上段上 浅黄橙色 覆土下層

E （ 1．6） に緩 く外傾 し，上段 は外反 しなが ら

立 ち上がる。

半 へラ磨 き。 普通 P L 24

7

高　　 杯 B （ 6．8） 脚部片。脚部 は 「ハ」 の字状に大 き 脚部内面パケ目整形後 ナデ，端部横 長石 ・石英 ・雲母 e　P 9 1　 40％

土 師 器 D　 21．8 開 く。脚部 に 3 孔。 ナ デ，外面パ ケ目整形後 へラ磨 き。 ス コリア eパ ミス

橙色

普通

覆土上層

P L 24

8

尚　　 坪 D　 15．5 脚部片。脚部はラッパ状に大 きく開 脚部 内面パ ケ目整 形後 ナデ，外面へ 長石 ・雲母 ・スコ P 92　 40％
土 師 器 E （ 6．6） く。 ラ磨 き，端部横位 へラ磨 き。 リア

橙色

普通

覆土下層

P L 2 4

9

粗製器台 A　 lO．6 脚部一部欠損。脚部は 「ハ」の字状 器受部内 。外面パ ケ目整形後 ナデ， 雲母 ・ス コリア ・ P 93　 90％

土 師 器 B　 13．8 に開 く。器受部 は外傾 して立ち上が 内面端部横ナデ。脚部内 。外面パケ パ ミス 覆土下層

D　 12．4

E　 lO．4

る。中央 に貫通孔 を有 す。 目整形後ナデ。 橙色

普通

脚部内面上半 ・器

受部内面に煤付着

P L 24

10

堀 A　 ll．0 体部下半欠損。体部 は球形 を呈 して 口緑部 内 ◎外面へラ削 り後へラ磨 き
0
雲母 ・スコリア P 94　 60％

土 師 器 B （10．3） いると思われる。頸部 は 「く」の字 体部 内面横ナデ，外面へ ラ磨 き。輪 橙色 覆土中

状 を呈 し，日綾部 は外傾 して立ち上

がる。

積 み痕有 り。 普通 P L 2 4

l l

l

肘 B （12．2） 目線部欠損。やや突出した平底。体 体部内面へラ削 り後ナデ，外面下半 ス コリア ◎パ ミス P 95　 85％

土 師 器

l

C　　 5．0

i

部は球形 を呈 し，最大径 を中位 に も へ ラ削 り後ナデ，上半パケ目整形後 明黄褐色 覆土下層

つ。頸部 は 「く」の字状 を呈する。

I

丁寧なナデ。

I

普通 P L 25

第50図

12

・＝ヒ宣E

土 師 器

A　　 9．7

B　 21．0

C　　 6．2

日経部 。体部一部欠損。平底。体部

は球形で中位 に最大径 をもつ。頸部

は 「く」の字 状で 日録部 に外傾 して

立 ち上がる。

日録部 内面パ ケ目整形後 ナデ，外面

丁寧 なナデ。体部 内面へ ラ削 り後ナ

デ，外面へ ラ磨 き。

石英 ・スコリア ・

パ ミス

橙色

普通

P 97　 60％

覆土下層

P L 2 4

第49図 ・＝土ごヨ貰 A ［12．5］ 口緑部片。 目線部 は外反 しなが ら立 目線部内面パ ケ目整形後 ナデ，外面 ス コリア P 96　 20％

13 土 師 器 B （ 6．4） ち上 がる。頸部にキザ ミ目のある突 パ ケ目整形後丁寧なナデ。 橙色 覆土上層

帯を もつ。 普通 P L 25

14

ニ土ご宣E A　 12．0 頸部片。日経部が欠損 した後 も使用
l

頸部 内 ◎外面パケ目整形後ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 ・P 98　 10％

土 師 器 B （ 4．8） したと思われる。体部か らほぼ垂直 スコ リア 覆土上層

に立 ち上が り日録部にかけ緩 く外反

す る。頸部上位 に隆帯 がある。

橙色

普通

P L 2 5

第50図

15

小 形 壷

土 師 器

A　　 6．1

B （12．8）

A　　 7．8

体部 一部欠損。底部 は欠損 している

が形状 から台付 きと思われ る。体部

は球形 を呈 し，中位が最大径 で日経

目線部内 e外面パ ケ目整形後へラ磨

き。体部 内面へ ラ削 り後 ナデ，外面

パケ目整形後へ ラ磨 き。

日録部内 e 外面パケ目整形後 へラ磨

雲母 e スコ リア

橙色

普通

雲母 e スコリア

P lOO　80％

床面

P L 25

P 99　60％

部 にかけほぼ垂直 に立ち上 がる。

小 形 壷 体部下半欠損。休部 は球形 を呈 し，

16 土 師 器 B （ 8．3） 最大径 を中位 にもつ と思われ る。口 き。体部内面へラ削り後ナデ，外面 赤橙色 床面

縁部にかけ緩 く外傾 し立 ち上が る。 パ ケ目整形後 へラ磨 き。日録部内 e 普通 P L 2 5

P lO 1 20％

外面及び休部外面赤彩。

雲母 ・スコ リア ・台 付 婆 B （11月） 体部下半 0 台部 片。台部 は 「ハ」 の 体部内面へラ削 り後ナデ，外面へラ

17 土 師 器 D　 ll．1 字状 に開 き，下位 でやや内攣気味 に 削 り。台部内面へラ削 り後ナデ，外 パ ミス 床面

賓

E　　 6．6 裾部 に至 る。 面へラ削 り後丁寧 なナデ。 橙色 台部内面e外面上半及

A　 19．0 体部下半欠損。体部 は球形 を呈 し， 目線部内面へラナデ，外面ナデ，端

普通

雲母 ・ス コリア ・

び体部下半に煤付着

P L 2 5

P lO2　80％

18 土 師 器 B （18．1） 中位 に最大径 をもつ。頸部 は 「く」 部 にへラ状工具 によりキザ ミ有 り。 パ ミス 床面

の字状 を呈 し外反 しなが ら日経部 に 体部内面 ナデ，外面へラナデ。日経 にぷい黄橙色 体部外面に煤付着

至 る。 部外面 に輪積 み痕有 り。 普通 P L 25
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 50図 婆 A ［18．0］ 目線部 e底部欠損。体部 は球形を呈 休部および日録部内 e外面へ ラ削 り 長石 ・石英 ・ス コ P lO 3　70％

19 土 師 器 B （18．7） し，最大径 をやや上位 にもつ。頸部 後ナデ。 リア eパ ミス 覆土下層

は 「く」の字状で，外傾 し日録部 に

至 る。

明赤褐色

普通

P L 25

2 0

婆 A　 15．0 日録部一部欠損。やや突出 した平底。目線部 内面へ ラナデ，外面横 ナデ。 長石 ・ス コリア P lO4　 90％

土 師 器 B　 13．7 体部 は球形 を呈 し，最大径 を中位 に 体部 内 ゆ外面へラナデ。輪積 み痕有 明赤褐色 床面

C　　 4．8 もつ。口綾部にかけ外傾 して立ち上

が る。

り。 普通 体部 内 ・外面 に煤

付着

P L 2 5

2 1

賓 A　 13．5 体部下半欠損。体部 は球形を室 し， 頸部 内 e 外面パケ目整形後ナデ。体 石英 ・スコ リア ・ P lO5　40％

土 師 器 B （ 9．6） やや上位 に最大径 をもつ。目線部 は 部 内面パ ケ自整形，外面パケ目整形 パ ミス 覆土下層

緩 やかに外反する。 後 ナデ。 明黄褐色

普通

P L 2 5

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値　 （cm ） i 出 土 地 点

備　　　　 考

長　 さ 幅 孔　 径 重量 （g）

第 50図22 球　状　土　錘 2．2 2．3 0．6 10．2 覆土中 D P 20　 P L 25

図版番号 種　　　　 別
計　　 測　　 値　 （cm ） 巨 質

出土地点 備　　 考

長　 さ 幅 厚　　 さ 重量 （g）

第 50図23 ガ ラ ス小玉 0．4 0．35 0．2 0．1 ガ　ラ　ス 床面 Q 4　 PL 25

琵鍋号倍巌跡（第51図）

位置　調査区の北部，S27bl区。

規模と平面形　長軸5．10m，短軸4．55mの長方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は20～42cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。撹乱により遺存状態が悪い。

炉　中央部からやや西寄りに位置し，長径72cm，短径54cmの楕円形を呈する地床炉である。

炉土層解説

1赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

2　赤褐色　ローム粒子。焼土中ブロックe焼土粒子少量

3　明赤褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロックe焼土粒子少量

覆土　4層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子◎焼土粒子。炭化粒子極微量　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子中島　ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム小ブロックe炭化粒子少量，ローム粒子◎焼　4　明褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

土粒子微量

逸物　覆土下層から上層にかけて，高塔の塔部片8点，肘の目線部片1息　台付賓の台部片4点他土師器片407

点が出土している。特に，南側にまとまって出土している。第52図1の器台は東壁際の覆土上層から横位で，

6のミニチュア土器は覆土下層から逆位でそれぞれ出土している。2の壷は南側覆土下層より散在して出土し，

3の台付婆は北側と南側の下層に散在していたものが接合し，4の台付婆は西壁際の下層から斜位で出土した。
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5の婆は東側の下層から潰れた状態で出土している。

新風　本跡は　出土遺物から古墳時代前期　拍健妃　の住居跡と考えられる。

第馴図　第鏑号健贋跡実測図
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第52図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

＼と既

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l i l

図版番号器　種計測値（伽）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第52図器　　台A　　8．7脚部は「ハ」の字状にやや内饗して器受部内・外面ナデ。脚部外面パケ長石・雲母・スコPlO6　98％

1土師器B　l1．0開く。器受部は外傾して立ち上がる。目整形，内面へラナデ。輪積み痕有リア覆土上層

D　12．3

E　　9．1

器受部中央に単孔。り。 明黄褐色

普通

PL26

2

互EA［16．8］体部下半欠損。口綾部一部欠損。体口緑部外面ナデ，内面パケ目整形後長石・石英・雲母・PlO7　30％

土師器B（15．8）部は球形。ロ緑部は外傾して立ち上ナデ。休部外面パケ日整形後ナデ，パミス覆土下層

がる。複合口縁，端部に刻み有り。内面ナデ。にぷい黄褐色

普通

PL26

3

台付襲B（17．5）休部一部欠乳　口縁部欠損。台部は休部外面ナデ，内面パケ目整形後ナ長石・石英PlO8　40％

土師器D　lO．2下方に「ハ」の字状に開く。休部はデ。台部外面へラ削り後ナデ，内面にぷい褐色覆土下層

E　　4．6球形で中位に最大径をもつ。パケ目整形後ナデ。普通PL26

4

台付寮B（8．0）台部片。台部は下方に「ハ」の字状台部外面へラナデ，内面パケ目整形長石・雲母・パミスPlO9　20％

土師器D　lO．2

E　　6．5

に開く。 後ナデ。 橙色

普通

覆土下層

PL26

5

婆A　14．3体部下半欠損，上半一部欠損。休部口縁部内・外面パケ目整形後ナデ。長石・雲母・パミスPllO　30％

土師器B（10．4）上半は半球状。口緑部は外反して立休部外面パケ目整形後ナデ，内面へ黒褐色覆土下層

ち上がる。ラナデ。 普通PL26

6

ミニチュア土器B（2．9）台部・休部一部欠損。台部は下方に体部内・外面ナデ。台部内・外面ナ長石・パミスPll160％

土師器D　　2．4「ノ、」の字状に開く。休部は外傾しデ。 にぷい黄褐色覆土下層

E　　O．9て立ち上がる。 普通PL26
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C

第鍼図　第鍼考佳贋跡実測図
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壁　壁高は25～39cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めが弱い。

ピット　2か所（Pl～P2）。Plは長径50cm，短径34cmの楕円形で，深さ46cm。P2は長径46cm，短径34cmの

楕円形で，深さ24cm。いずれも主柱穴と考えられる。

炉　中央部からやや北寄りに位置し，長径147cm，短径82cmの楕円形を呈する地床炉である。

炉土層解説

1極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　焼土粒子・炭化粒子少量

2　赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量　　　　　　4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック少

3　暗赤褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土小ブロック・　　　　　　　量，焼土粒子微量

覆土　8層からなる人為堆積土層である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子少量

3　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子少量

4　黒褐色　ローム中・小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子少量

5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

6　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

7　暗赤褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子少量

8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子少量

遺物　土師器片1470点が出土している。出土遺物の多くが北壁付近に集中している。第54図3の台付賓，2の壷，

4の賓は潰れた状態で，5の甑は完形で，逆位の状態で北壁中央部寄り床面から出土している。1の器台は中

央部から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

。二一三二‾ ‾∴二

第54図　第26号住居跡出土遺物実測図
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第26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54図 器　　 台 A ［ 7．2］ 脚部 e杯部一部欠損。脚部 は 「ハ」 器受部内 e外面へ ラ磨 き。脚部内面 ス コリア P l 13　 4 0％

1 土 師 器 B （ 6．8） の字状 に下方に開 く。器受部 は内攣 ナデ，外面へラ磨 き。 橙色 覆土上層

E （ 3．7） 気味に立 ち上が る。 普通 P L 26

2

＝まご竺芝 A　 1 3．7 目線部 e体部片。体部 は球形 を呈 し 目線部内 ・外面へ ラ磨 き。休部内面 石英 ・雲母 ・ス コ P l 14　 2 0％

土 師 器 B （ 8．1） 日録部 にか け 「く」 の寧 状に外反 し パ ケ目整形後 ナデ，外面へ ラ磨 き。 リア 。パ ミス 床面

立ち上が る。複合 日録。 にぷい黄橙色

普通

P L 27

3

台 付 婆 B （1 3．1） 台部 ◎休部片。台部 は 「ハ」の字状 台部 ゆ体部内 。外面パ ケ目整形後ナ 石英 ・スコリア P l12　 20％

土 師 器 D ［ 9．2］ にやや内攣気味 に下方 に開 く。体部 デ。 にぷい黄褐色 床面

E　　 6．0 は，やや内攣気味 に立 ち上がる。 普通 台部内面に煤付着

P L 2 6

4

婆 A　 16．0 目線部一部欠損。やや突出 した平底。日録部 内 。外面パ ケ目整形後 ナデ。 石英 ・雲母 ・スコ P l15　 70％

土 師 器 B　 14．0 体部 は球形 を呈 し，最大径 を中位 に 体部 内面 ナデ，外面パケ 目整形後ナ リア 床面

C　　 5．0 もつ。頸部 は 「く」の字状 を呈 し，

やや外反 して立 ち上が る。

デ。 橙色

普通

P L 26

5

甑 A　 18．3 やや突出 した平底。体部 は内攣 して 体部内 ゆ外面パケ目整形後 ナデ。 雲母 ・ス コリア ・ P l 16 10 0％

土 師 器 B　　 9．3 立ち上がる。日録部 には粘土紐 を貼 礫 床面

C　　 6．0 り付けている。 橙色

普通

P L 26

第錮考住居跡（第55図）

位置　調査区の北部，R27j2区。

規模と平面形　長軸4．82m，短軸［4．06］mの長方形と推定される。

長軸方向　N－570－E

壁　壁高は8～18cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦である。撹乱により遺存状態が悪い。

炉　住居中央部に位置し，平面形は，長径105cm，短径86cmの大きな楕円形とその南側に張り出し部をもつ地床

炉である。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子多量，煉土大。中ブロック中量，ローム粒　3　褐　色　ローム粒子中量，ローム中◎小ブロック，焼土粒子

子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量

2　暗赤褐色　ローム粒子◎焼土粒子少量

貯蔵究　南コーナー部に位置し，長軸192cm，短軸鋸cmの隅丸長方形で，深さは78cmである。平坦な底面から外

傾して立ち上がり，断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム小ブロックeローム粒子e焼土粒子◎炭化粒子

少量

2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子e焼土粒子e炭化粒子少

覆土　4層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子e炭

化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量，焼土粒子微量

量

4　暗褐色　ローム中ブロックeローム粒子e焼土粒子e炭化粒子

少量

5　暗褐色　ローム大e中ブロック。ローム粒子e炭化材e炭化粒

子少量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　にぷい赤褐色　ロームブロックeローム粒子e焼土ブロックe焼土

粒子少量
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逸物　床面と覆土中から，鉢の体部2点，底部1点，高塔の日録部5点，肘の体部2点，他土師器片265点が出

土している。遺物量は少なく，一個体の残存率も低い。第56図1と2の壷は覆土中より，3◎4◎5の婆もそれ

ぞれ覆土中から，6の球状土錘と7の磨石が覆土中より出土している。

所凰　本跡は，出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

N
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二

．

1

1

　

1

二

　

l

一

㍉

　

l

　

二

寸

④

0　　　　　　　2m

L＿＿＿　　「一一一…‥‥＿＿I

琵55腐　筑錮号住居跡喪測囲

第27号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　1m

』二二二＿よ＝＝＝』

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第56図 ＝土ご雲互 A ［17．2］目線部片。目線部は外傾して立ち上 目線部外面へラ削り後ナデ，内面ハ 長石e雲母eパミスP117　5％

1 土師器 B （5．2）がる。複合目線。 ケ目整形。頸部外面パケ目整形。 灰白色

普通

覆土中

P L 27
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『5　⊂⊃

第56図　第27号住居跡出土遺物実測図

10cm

Ll－一一一一一十－一一一一一」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第56図 宝夏 B（5，9）底部片。突出した平底。休部は内饗休部外面パケ目整形後へラナデ，内長石・石英・雲母・Pl18　　5％

2 土師器C　　6．3 して立ち上がる。 面ナデ。底部外面パケ目整形後ナデ。スコリア

にぷい黄色

普通

覆土中

PL27

3

襲 A ［15．3］口綾部片。口縁部は外反して立ち上口縁部内・外面パケ目整形後ナデ。長石・雲母・パミスPl19　5％

土師器B（7．1）がる。 口縁部・体部に輪積み痕有り。 にぷい橙色

普通

覆土中

PL27

4

寮 A ［18．3］口綾部片。口縁部は外反して立ち上口縁部外面ナデ，内面パケ日整形後長石・雲母・パミスP120　5％

土師器B（14．0）がる。 ナデ。体部外面パケ目整形後ナデ，褐灰色 覆土中

内面パケ目整形後へラナデ。 普通 PL27

5

寮 A ［17．6］口縁部片。口緑部は外傾して立ち上口縁部内・外面ハヶ月整形後ナデ。長石・石英・パミスP121　5％

土師器B（3．2）がる。 頸部外面指頭押圧痕有り。 にぷい橙色

普通

覆土中

PL27
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図版番号
種　 別　 長 さ　 計 帳謝 儀孔行雲 重畳 転） 出 土 地 点　　 備　 考

第56図6 球 状 土 鍵 ！ ・中　 ・中　 ・目　 端e中 覆土中　　　　 野 m　 PL27

図版番号　　 種　　　　 別
計　 測　 値　 巨の　　 i

出土地点　　　　　 備　　 考
長　 さ　　 幅　 厚　 さ　 重量 穣） 石　 質

鋸 図日 磨　　 石 攣 生 」 ⊥ 聖 子＋ 摘 十1 蔽 可 頂 紋岩 覆土単　 極 5　 PL27

第鍼常任贋跡　第㍍図ラ

位置　調査区の北西部，R26j5区。

重複関係　本跡隠　第22号住居跡と重複している。本跡が　第霊号住居跡に据　込まれており古い。

‾ン・・′、r、豆長吉l　言年‘i′冥∴　実、′鮎：、主i二二のノ言圭であ′二、、

主軸方向　N－25J－W

壁　壁高は16～35cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが，遺存状態が悪い。

炉　か所。炉　は中央部からやや商寄　に位置し　長径鵬cm　短径射kmの楕円形を呈する。炉　は炉　の北側

に隣接してあり　径朋cmの円形を呈する。炉温◎2ともに地床炉である。

第開園　第鍼考鍾屠静実測図

閲［　　閣】

0　　　　　　　　2
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貯蔵究　南東のコーナー部に位置し　長径醐cm　短径購cmの楕円形で　深さは2筏照である。平坦な底面から外

傾して立ち上がり，断面はほぼ逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒　2　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量・炭化粒子

子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量

覆藍　本跡は　第霊号住居跡に掘　込まれている。　層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼土粒子微量

所見　本跡からの出土遺物はなく，時期は不明である。

衷2　犬山亙遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　号
位置
主　軸　方　向

（長軸方向）
平面形
規　 模 （m ）

（長軸×短軸）

壁高

五m）
床面
内部施設

i炉e竃

覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備　　　 考

（重複関係）舶輌ピ再桓
ま lU 25co N 一寸3ヤーW 長　方　形 5．24　×　4．19 13′～33 平坦

i

i ／

i
P ／ ／

！炉2
自然 土師器 （器台），土製品　 炭化種子

2 U 26b 2 N －42．50…W 方　　 形 5．71 ×　5．50 3～10 平坦 4 ／ ／ ／ 炉 人為 土師器 （ミニチュア土器）

3 T 25h 6 N …36㌧！紺 長　方　形 4．14　×　3．63 13～38 平坦 ／ ／ 2 ／ 炉 自然 土師器 （器育　 壷，埠）

4 T 25g 8 N －29 0－W ［方 形 〕 ［6．22 ×5．66］2ノーー12 平担 ／ ／ ／ ／ 炉 自然 土師器片

5 T 25b o N －26ぐ一E ［方 形 ］ ［8．48］× 7．90 26／）32 平担 4 2 ／ ／ 炉 自然 土師器塙叶 器台†車 台付乳 軋 土製鼠 射ヒ種子

6 T2 6b3 N －51J－E 方　　 形 6．0（）＼ 5．90 15・、44 平担 4 l ／ ／ 炉 自然 土師器 （碧）

7 T 2 6d9 N …27．50－W L方 形 1 ［5．月 Ⅹ 5．001 （8～12）平担 ／ ／ ／ ／ 炉 自然 土師器 （器台，相，婆，甑）

10 S2 6i5 N －㍗－E 方　　 形 4。49　×　4．24 27′～47 平坦 ／ ／ ／ ／ 炉 自然 土師器騰 若色 亀 台付婆，賓，臥 土製鼠炭化桂子

12 S2 6d 2 N …90…W 長　方 形 6．35　×　5．55 37へ61 平坦 ／ 1 1 ／ 炉 自然 土師器 胤 高坊 を 昏 ミニチュア土軌 土製品

13 S 2 6g 6 N －21．5J－Ⅴ 長　方　形 5．85　×　4．78 4～22 平坦 4 ／ ／ ／ 炉 自然 土師器 （柑），土製品．炭化種子，炭化米

14 S 26f9 N －30 0－W 方　　 形 4．20　×　3．90 22′～40 平坦 ／ ／ ／ ／ 炉 人為 土師器 （高林　 菰　 台付敷　 碧）

ユ5 S2 6al N －33．5い一一E 長　方　形 3．ユ4　×　2．62 10へ′20 平坦 ／ ／ ／ ／ 炉 自然 土師器 （婆）

16 R 2 6il N －00 方　　 形 （3．50）×　3．15 5へノ10 平坦 ／ ／ 1 ／ 炉 人為 土師器 （ミニチュア土器）

17 R 26g 2 N …射ド∴W 方　　 形 4．56　×　4．46 44′＼′50 平坦 ／ ／ 1 1 炉 自然 土師器 胤 患 台付乳 監　ミニチュア土掛

18 S 2 5j4 N －20 0…W 長　方　形 5．53　×　4．83 12へノ22 平坦 4 1 ／ ／ 炉 自然 土師器 （器台，敬　 亀　 婆） SI－19より古い。

19 S 2 5j4 N －62 0一W 長　方　形 3減2　×　3牒2 12へ′37 平坦 ／ ／ 2 1 炉 自然 土師器 （器台十畳 替 ミニチュア土凱 鉄製品 S1－18 より新しい。

20 S 26b 5 N －00 ［方 形 ］［木15 ×3．95］ － 平坦 ／ 1 ／ ／ 炉 自然 土師器 （台付襲）

2ユ S26C9 N －120－W 長　 方　 形 6．13 ＼5．55 12′～30 平坦 ／ 1 1 ／ 炉2 人為 土師器 塙輯 乳 ミニチュア土臥 土製鼠 石製品

22 R 26j6 N －llO…E 方　　 形 3．44　×　3．33 19′～33 平坦 4 ／ ／ ／ 炉 自然 土師器 （台付婆，婆） S1－28 より新しい。

23 R 2 6i6 N －30 0－W ［長方形］ 4．23　×（3．62）40～52 平坦 1 ／ 1 ／ 炉 人為 土師器 （婆），土製品　 石製品

24 R 26j9 N …82 0…W 長　方　形 6．81 ×　6．02 15へノ47 平坦 4 1 1 1 炉 自然

土踊 雷 恩 讐 盈 魂

25 5 2 7b l N －70－1Ⅳ 長　 方　 形 5．10　×　4．55 20′・～42 平坦 ／ ／ ／ ／ 炉 自然 土師器 倦台，亀 台村監 裟 ミニチュア土器）

26 5 27b 2 N －80－W ’ 方　　　 形 5．83　×　5．63 25′～39 平坦 2 ／ ／ ／ 炉 人為 土師器 （器台，薗　 台村覿　 裟　 甑）

27 R 2 7j2 N －570…E ［長方形］ 4．82 ×［木06］8′、18 平坦
／ i

／ i

1
／ i

／ i

／ 炉 自然

自然

土師器 （薗　 婆），土製晶　 石製品

SI－22 より古い。28 R 26j5 N －250－1Ⅳ 方　　 形 3．76　×　3．35 16′）35 平坦 1 ／ 炉2 土師器片
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（2）竪穴遺構

当初，第8・9・11号住居跡として調査した各遺構については，床面に踏み固められた硬化面が見られないこ

と，炉・貯蔵穴及び柱穴等の内部施設がないこと，そして一辺4m以下の小型の遺構である等のことから，居住

を目的とした竪穴住居跡と区別できる。そのため，それぞれを第1～3号竪穴遺構と改称した。以下，改称した

遺構と遺物について記載する。

第1号竪穴遺構（第58図）

位置　調査区の西部，S25g9区。

規模と平面形　長軸4．00m，短軸3．45mの長方形である。

長軸方向　N－100－W

壁　壁高は4～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，硬化面は見られない。

ピット　1か所（Pl）。Plは長径48cm，短径36cmの楕円形で，深さ40cmである。性格は不明である。

覆土　薄く2層が堆積している。自然堆積土層である。

土層解説

1褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒　2　褐　色　ローム粒子中島　ローム大プロッタ少量
子・炭化粒子少量

」し18．6m

第58図　第1号竪穴遺構実測図

2m

！　　　；　　　！
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遺物　土師器受口緑部片2点，休部片55点が

出土している。遺物のほとんどが南東コー

ナー部のピット中層および下層から出土し

ている。第59図1の器台は，ピット内から

出土している。

所見　本跡から出土した遺物が少量で時期を

決定することは難しいが，他の住居跡や竪

穴遺構と遺構の形態が同様であることから

古墳時代前期頃と考えられる。

0　　　　　　　　　　　10cm

L　　一十一一一－∃

第59図　第1号竪穴遺構

出土遺物実測図



第1号竪穴遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第59図 器　　 台 A　　 8．4 器受部－一部 欠損。脚部 は 「ハ」 の字 器受部 内 ・外面ナデ。脚部外面パ ケ 長石 ・スコリア P 23　 9 5％

1 土 師 器 B　　 7．0 状 に開 く。器受部 は内管気味 に外傾 目整形後 ナデ。内面パ ケ目整形後ナ 橙色 ピット

D　　 9．6

E　　 4．8

して立ち上 がる。脚部に 4 孔。 デ。 普通 P L 2 7

第2号竪穴遺構（第60図）

位置　調査区の西部，S26ho区。

規模と平面形　長軸4．88m，短軸3．79mの長方形である。

長軸方向　N－920－W

壁　壁高は12～17cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦であるが，硬化画はない。北部壁寄りと南東コーナー部に焼土の広がりが見られる。

覆土　3層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　子微量

2　暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒　3　褐　色　ローム粒子中風焼土粒子微量

遺物　覆土から土師器片6点が出土している。

所見　本跡から出土した遺物が少量で，時期を決定することは難しいが，古墳時代前期の遺構と考えられる。

第60図　第2号竪穴遺構実測図
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第　号竪究遺構　第飢園ラ

位置　調査区の中央部，S26i7区。

∴、∴さ一二モーぎ当　悠斗「′．、、亙斗∴∵P、二′ノ）長∴寸ニラ∵

ある。

長軸方向　N－47．50－E

壁　壁高は8～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全面的に柔らかい。

覆土　3層からなる自然堆積土層である。

土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム中。小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

通観　覆土中から土師器片　婆用意が出土している。

所見　本跡から出土した遺物が極少量で，時期を決定

することは難しいが，古墳時代前期の遺構と考えら

れる。

溌3　大山亙遺跡竪穴遺構一覧表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

と∴＿＿　∴‥T　－＿　…∴

第馴図　第　鷺竪究遺構実測図

住居跡

番　号

主　 軸　 方　 向
位 置 順 軸 方 向 ）

i

平面形
頼　 模 （m ）

（長軸×短軸）

i壁 高

く（Ⅶ）
床面

i 内 部 施 設
i炉志 」 出 土 去言 ∴ 丁 二 二

主柱穴貯蔵穴ピ再 出入日

且 52 5g9 N －摘㌣∴隊 長　方　形 1．00 ＼ ．壷 4′㌦8 平担 ／ ／ 1 ／
／ 国 土踊 齢 ）

2 S 26h o　N － 92 0－－W 長　方　形 4．88　×　3．79 12′、17 平坦 ／ ／ ／ ／
／ ！自然 土晰　　　　 ！

3 5 26i7　N －4．7．5 0…E 長　方　形 3．07 ＼ 2．62 8ノ㌦′30 平坦 ／ ／ ／ ／
／ 自然桓 纏 片　　　　 ！

2　遺構外出丑遺物

当遺跡の古墳時代の遺構に混入して出土した縄文土器や石鉱，試掘時のグリッド調査，遺構確認中に出土し

た遺物は，実測図・拓影図及び一覧表で掲載する。

組　縄文土器

当遺跡から出土した縄文時代の遺物はプ　縄文時代前期が主体であるがタ　縄文時代早の中の後期の土器片も出

土している。

第1群　縄文時代早期の土器

第2群　縄文時代前期の土器

第3群　縄文時代中期の土器

第4群　縄文時代後期の土器

（第62図1e　2）

（第62図3へ／41）

（第62図42～47）

（第62図48～50）

第1群土器（第62図1e　2）

鼠はプ　縦位の撚糸文を施した早期前葉の夏鳥式土器である。2は，胎土に繊維を含み貝殻条痕文を内◎外面に
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施した条痕文系土器である。

第2群土器（第62図3～41図）

3～6はき　始まに繊維を含み無節斜縄文を施文した黒浜式土器である。～臓は　前期後半の浮島式土器であ

る。7は芦　半裁竹管による変形爪形文を施文し日録部に縦位の条線文をいれている。は　半裁竹管による沈線

文を施文している。　◎蟻は　員の腹緑を使った変形爪形文が施文されている。Ⅲは，半裁竹管による沈線を施

し日経部隆帯に縦位の条線文を施している。ほ◎且は　半裁竹管による連続刺突文が施されている。摘～姐は，前

期後業の興津式土器である。摘はぎ　半裁竹管による沈線と刺突文を施文している。蟻は　変形爪形文を旛文し日

経部に縦位の条線文を施している。蟻はタ爪形文を施し日録部に縦位の条線文を施している。膵は　変形爪形文

の上に半裁竹管による連続刺突文を旛文している。腿は，刺突文と日経部に条線文を施している。且9◎20⑳24◎

器は　沈線を施している。釣は　沈線と横位の刺突文を施し日録部に縦位の条線文を施している。2　⑳器は　半

裁竹管による押し引き文と刺実文を施している。25はプ　貝殻腹経文と沈線を施文している。邦は　隆帯を貼り刺

突文と沈線を施している。2は　目線部に隆帯を貼り貝殻腹経文で施文している。28の29は，沈線を施している。

測～姐は　半裁竹管による押し引き文を施文している。

第3群土器（第62図42～47）

媚は　始まに雲母を含み日録部に隆帯を貼り口唇部に刻みをもつ中期中葉の阿玉台式土器である。43～47はタ

沈線や磨消縄文を施した中期後薬の加督利E盤式土器である。

第4群土器（第62図48～50）

48⑳抑まタ　沈線区画内に刺突文を施した後期前葉の称名寺式土器である。50は，地文に縄文を施し隆帯に刻み

をいれ　打線部には刺突文を施している後期前葉の堀之内式土器である。

紹　土師器（第63図5温～57）

51魯52は資　土師器壷の日経部片で棒状附文に刻みをいれ，内面を赤彩している。53はタ　打線部片で口唇部に刻

みをいれ，内面を赤彩している。54⑳55は，地文に撚糸文を施文している。減は　木葉痕をもつ底部片である。57

は，へラ記号をもつ底部片である。
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第62図　遺構外出土遺物実測・拓影図（1）
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第63回　遺構外出土遺物実測・拓影図（2）

（3）その他の遺物

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （om） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第6 4図 器　　 台 B （ 5．9） 脚部 片。脚部 は 「ハ」の字状 に下方 脚部内面パケ目整形後 ナデ，外面縦 石英 ・雲母 P 137　 5 0％

1 土 師 器 D　　 9，7 に開 く。脚部に 3 子し 器受部中央に 位へラ磨 き，端部横位 へラ磨 き。 にぷい黄褐色 表土

E　　 4．9 単孔。 普通 P L 27

2

壷 A　 lO．1 ロ縁部 ・体部一部 欠損。やや突出 し ロ緑部 内 ・外面ナデ。休部内面パケ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 13 9　 70％

土 師 器 B　 1 7．6 た平底で，木葉痕有 り。休部 は球形 目整形，外面ナデ。 ス コリア ・パ ミス 表土

C　　 6．3 を呈 し，最大径 を中位 にもつ。頸部

は 「く」の字状 で立 ち上が り口縁部

に至 る。

明赤褐色

普通

P L 28

3

壷 B （1 1．4） 口縁部 ・休部上半片。休部は球形 を 口緑部内 ・外面ナデ。頸部槙ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 14 0　 20％

土 師 器 呈す ると思われ る。頸郡 は 「く」の 体部 内 ・外面ナデ。 明褐色 表土

字状 を呈 し，外反 しなが らロ縁部 に

至 る。口緑部外面下半に明瞭 な稜 を

もつ。複合 口緑。

普通 P L 2 8

4

聾 A　 2 0．0 休部一部欠損。やや突出した平底 で， 口緑部内面パ ケ目整形後 ナデ，外面 スコリア ・礫 P 141 6 0％

土 師 器 B　 2 4．0 籾痕有 り。休部 はやや偏平 な球形 を 丁寧な横 ナデ。休部外面上 ・中位ハ 橙色 表土

C　　 7．0 呈 し，中位 より下 方に最大径 をもつ。

頸部 は 「く」の字状 を呈 し，外反気

味に立 ち上がる。

ケ目整形，下位へ ラ削 り後ナ デ。 普通 P L 27

5

聾 A ［1 7j ］ ロ緑部 ・休部片。休部 は球形を呈 す ロ縁部 内面パケ日整形，外面ナデ。 長石 ・スコ リア ・ P 1 42　 20％

土 師 器 B （12．5） る と思われ る。頸部 は 「く」の字状 休部 内面へ ラ削 り後 ナデ，外面パケ パ ミス 表土

を呈 し，外傾して口縁部に至る。複 目整形後ナデ。 橙色 口緑部 ・休部外面

合 口緑。 普通 に煤付着

P L 28

6

襲 A ［2 2．6］ 口緑部 ・休部片。頚部 は 「く」の字 口綾部内面パケ目整形後ナデ，外面 雲母 ・ス コリア ・ P 143　 5 ％

土 師 器 B （ 7．5） 状 を呈 し，緩やか に外反する。頸部 ヘ ラ磨 き。休部内面パ ケ目整形後ナ パ ミス 表土

内面下位 に鈍 い沈線がある。 デ，外面へラ磨 き。口緑部内 ・外面

及 び休部外面赤彩。

赤色

普通

P L 2 7
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第64国　連構外出土遺物実測図（1）

ー　78　－

トICstち

ヘビ‾1．



⊂二二〕

第65図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第66図　遺構外出土遺物実測・拓影図（3）
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図版 番号 種　　　　 別
計　 測　 値　 （cm ）

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長　　 さ 幅 孔　 径 重量 （g ）

第 64 図 7 球　 状　 土　 錘 2．8 2．6 0．5 19．5 表採 D P 2 2　 PL 2 8

8 球　 状　 土　 錘 2．5 2．3 0．4 1 1．1 表採　　　　　 l D P 2 3　 PL 2 8

9 球　 状　 土　 錘 2．1 1．6 0．5 8．4 表採 D P 2 4　 PL 2 8

10 球　 状　 土　 錘 2．4 （2．1） 0．6 （8．2） 表採 D P 2 5　 PL 2 8

11 球　 状　 土　 錘 2．1 2．1 0．5 8．6 表採 D P 2 6　 PL 2 8

12 球　 状　 土　 錘 2．2 （2．5） 0．5 （6．0） 表採 D P 2 7　 PL 2 8

1 3 球　 状 土　 錘 2．1 （2．0） 0．6 （4．7） 表採 D P 2 8　 PL 2 8

1 4 球　 状　 土　 錘 2．0 （2．0） 0．6 （3．9） 表採 D P 2 9　 P L 28

1 5 球　 状　 土　 錘 2．2 （2．4） 0．5 （6．1） 表採 D P 30　 P L 28

1 6 球　 状　 土　 錘 2．3 （2．1） 0．5 （4．6） 表採 D P 3 1　 P L 28

図版番号 種　　　　 別
計　　 測　　 値　 （cm ）

石　　 質 出 土 地 点 備　　 考
長　 さ 幅 厚　　 さ 重量 （g ）

第 65図 17 ナイ フ型石器 6．6 2．1 0．5 7．7 安 山 岩 U 27d 2覆土 中 Q 8　 PL 2 8

1 8 剥　　　　 片 3．0 4．6 1．1 1 1．8 チャー ト U 26 a 9覆土中 Q 13　 PL 2 8

1 9 剥　　　　 片 5．2 4．4 1．6 30．5 チャー ト U 27 d 2覆土中 Q 14　 PL 2 8

2 0 有 舌 尖 頭 器 4．7 1．2 0．6 2．1 安 山 岩 表採 Q 9　 P L 28

第 66 図 21 石　　　　 鍍 （1．5） 0．75 0．2 （0．4） 黒 曜 石 表採 Q I　 P L 28

22 石　　　　 鉄 3．0 2．0 0．4 1．7 チ ャー ト 表採 Q 6　 P L 28

23 1 石　　　　 蕗 （2．2） 1．O l 0．35 i （1．6）
チ ャー ト 表採 Q lO　 PL 2823 ． 石　　　　 蕗 ー　 （2．2） t　　 l．0 ．　　 0．35 ． （1．6） ’ チ ャー ト ．表採 ’Q lO　 PL 28

24 石　　　　 鉄 2．2 （1．6） 0．3 （0．7） 黒 曜 石 表採 Q ll P L 28

2 5 砥　　　　 石 10．4 7．1 5．7 48 5．1 凝 灰 岩 表採 Q 12　 PL 2 8

図版番号 種　　　　 別
計　 測　 値　 （cm ） ！ 出 土 地 点

備　　　　 考
長　 さ 幅 孔　 径 重量 （g ）

第66図26 煙　　　　 管 （10．4）1 1．3 0．9 （11．5） 表採 M 3，吸い口　　 P L28

図版番号 銭　　　　　 種
初　　　 鋳　　　 年 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　　 考
年　 号　 （西　 暦 ）

第66図27 文　 久　 永　 賓 文久 3年　　 （1 8 6 3） 表採 M 4　　　 PL 28

28 寛　 永　 通　 貨 年代不詳 表採 M 5　　　 PL 28

29 寛　 永　 通　 賓 享保11年　　 （1 7 2 6） 表採 M 6　　　 PL 28

30 10 銭アルミ貨 昭和15年　　 （1 9 4 0） 表採 M 7
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第4節　まとめ

今回の調査によって，当遺跡は古墳時代前期の集落跡であることが明らかになった。ここでは，検出された

竪穴住居跡と出土遺物を中心に概観しまとめとしたい。

（且）竪穴住居跡

当遺跡における竪穴住居跡は25軒で，北側の台地縁辺部から北側小支谷にかけて不規則に存在している。時

代◎時期で見ると，住居跡25軒の内，時期不明3軒を除く22軒が古墳時代前期（4世紀）のものと考えられる。

さらに，当遺跡内の竪穴住居跡は3期に大別され，出土遺物から第18号住居跡が最も古く，第19◎24号住居跡が

最も新しい遺構と考えられる。

規模で見ると，第5号住居跡（長軸8．48m）が大形である。次いで第24号住居跡（長軸6．8鼠m）が大きく，第

15・19・22・28号住居跡（長軸3．14～3．76m）は小形である。

主軸方向で見ると，北西方向が北東方向の約3倍あり，真北を指すものが2軒（第16◎20号住居跡）ある。

平面形状は，長方形よりも方形のものがやや多い。

竪穴住居跡は，大きく次の2つに分類することができる。

A類　主柱穴◎貯蔵穴◎ピット◎炉等の内部施設を有するもの

（第1～3・5・6・12・13・16～24・26～28号住居跡）

B革　炉以外に内部施設を有しないもの

（第4・7・10・14・15・25号住居跡）

A類は19軒で，全体の76％である。床面が踏み固められ，炉をもち，主柱穴◎貯蔵穴◎ピット等の内部施設

を有する。このことから，居住を目的とする建物と考えられる。しかし，上記の内部施設全てを備えているも

のは第24号住居跡1軒のみで，住居としての形態はまちまちである。

B類は6軒で，全体の24％であるが，炉以外の内部施設がなく，床面の踏み固めも弱いことから，簡易の住居

施設であったと考えられる。

なお，本遺跡中，焼失家屋と思われるものは，第1◎3◎4◎6◎7◎10◎17◎21◎24号住居跡の9軒で，全体の

36％である。

（2）出土遺物

本遺跡の出土遺物は，大半が古墳時代前期の五領式土器で，4世紀中◎後期のものが多い。出土遺物の特徴的

な点をまとめてみると次の通りである。

◎量的には，器種として壷◎婆が圧倒的に多い。

◎壷◎婆の体部は，球形のものが多く，東海系の影響を受けている。

◎器受部の一部に大きな切り込みのある器台は，本県内に出土例が少ない。（第10号住居跡）

◎一住居内から接合の困難な多種多量の土師器片が出土している。（第5◎12◎21◎26号住居跡）

なお，旧石器時代，縄文時代，中◎近世については，出土遺物が少量であった。そのため，僅かにその生活

の一斑を垣間見ることしかできないが，本遺跡は，甚五郎崎遺跡，下高井向原‡遺跡，下高井向原II遺跡等の

周辺の遺跡とも関連付けて考える必要があろう。
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遺跡周辺確認遺構

試補専任忠恕（第67図）

位置　遺跡北東部S28j5区

規模と平面形　長軸5．16nl，短軸5．00mの方形である。

主軸方向　N－57．50－W

壁　壁高は30～78cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から南寄りに踏み固められている。。

炉　中央部から北西寄りに位置し，長径78cm，短径64cmの楕円形を呈した地床炉である。

炉土層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子e焼土中ブロックe炭化　3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子e焼土中ブロック◎炭化

粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子e焼土中ブロックe焼土粒子e炭化粒子　4　赤褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
少量

貯蔵究　東壁際中央付近に位置し，径48cmの円形で，深さは42cmである。平坦な底面から外傾して立ち上がり，

断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム中ブロックのローム粒子少量，炭化粒子微量

尊皇　8層からなる人為堆積土層である。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　黒　色　ローム中◎小ブロック。ローム粒子e炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

7　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe焼土中ブロッ
ク少量

4　暗褐色　ローム中也小ブロックeローム粒子少量　　　　　　8　褐色　ローム大e中ブロックeローム粒子中量

逸物　覆土下層から中層にかけて，高塔の塔部1点，脚部2点，肘の日経部1息　台付賓の脚部1点，底部1点

他土師器片254点が出土している。第68◎69図1の鉢と2の器台は中央部付近の床面から正位で，3の粗製器台

は中央部の焼土中から正位で，4の壷は北から西側にかけて散在し，5の壷は東コーナー部の中層から正位で，

6の賓は東壁際の貯蔵穴内から正位で，7の寮は東コーナー部の覆土下層から正位でそれぞれ出土している。

所凰　本跡は，遺構の形態及び出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

第29号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第68図 鉢 A ［10．8］ 体部一部欠損。平底。体部 は 「ハ」 休部外面パケ目整形後 へラナデ，内 雲母 e パ ミス e ス P 1 22　6 0％

1 土 師 器 B　　 7．1 の字状に立 ち上が り，上端部がやや 面パケ 目整形後ナ デ。底部外面パケ コ リア 床面

C　　 5．2 内攣す る。 目整形，内面 ナデ。 明赤褐色

普通

P L 28

2

器　　 台 A　　 9．2 器受部一部欠損。脚部 は 「ハ」の字 器受部外面パ ケ目整形後 ナデ，内面 パ ミス 。スコ リア P 1 23　9 0％

土 師 器 B　　 7．9 状 に下方に開 く。器受部 は大 き く外 ナ デ。脚部外面パ ケ目整形後へ ラナ にぷ い黄橙色 床面

D　 lO．1

E　　 5．8

傾 して立ち上が る。器受部上端に稜

線有 り。脚部 に 3 孔　 器受部 中央に

単孔。

デ，内面パケ目整形後 ナデ。 普通 P L 29

ー　84　－
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第67図　第29号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

3

粗製器台B（12．7）器受部う部欠損。脚部は「ハ」の字器受部内・外面パケ目整形後ナデ。長石・雲母・スコP124　90％

土師器D　12．6状に下方に開く。器受部はやや外傾脚部外面パケ目整形後ナデ，内面ノ＼リア床面

E　lO．5して立ち上がる。中央に貫通ロを有

す。

ケ日整形。 橙色

普通

PL29

4

宝宣A　16．3休部一部欠損。突出した底部，平底ロ緑部内・外面パケ目整形後へラナ雲母・パミス・スP125　70％

土師器B［33．0］体部は球形状を呈す。口綾部は外反デ。休部外面パケ目整形後へラナデ，コリア床面

C　　9．1して立ち上がる。複合口縁。内面ナデ。休部内面輪積み痕有り。にぷい黄橙色

普通

PL28・29

5

璽宣B（23．0）ロ綾部欠損，休部上端一一一部欠損。突休部外面パケ目整形後へラナデ，内雲母・スコリアP126　70％

土師器C　　8．1出した底部，平底。休部は球形状を面上半パケ目整形後ナデ，下半パケ橙色覆土中層

呈し，最大径を中位にもつ。目整形。 普通二次焼成

休部外面に煤付着

PL29

－　85　－
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第68図　第29号住居跡出土遺物実測図（1）



第69図　第29号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　10cl¶

」　＿＿　i i

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第69図寮A　25．6底部欠執　休部一部欠損。休部は球口縁部外面パケ目整形後へラナデ，パミス・スコリアP127　85％

6土師器B（22．2）形状を呈し，最大径を中位にもつ。内面パケ目整形後ナデ。休部外面ハ橙色貯蔵穴

口緑部は外傾して立ち上がる。ケ日整形後へラナデ，内面ナデ。普通二次焼成

休部外面に煤付着

PL30

7

璽A［17．0］口緑部づ部欠損。平底。休部は偏平口縁部外面パケ目整形後ナデ，内面長石・雲母・スコP128　60％

土師器B　16．4な球形を呈し，上位に最大径をもつ。パケ目整形。休部外面パケ目整形，リア覆土下層

C　　7．9ロ縁部は外傾して立ち上がる。内面上半ナデ，下半パケ目整形。橙色

普通

PL28

第30号住居跡（第70図）

位置　遺跡北東部T28b9区

規模と平面形　長軸4．76m，短軸4．50mの長方形である。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は14～30cmで，やや外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から南寄りに踏み固められている。焼土と炭化物の広がりが中央部及び北東・南西コーナー

付近にある。

炉　2か所。炉1は中央部から北西寄りに位置し，長径132cm，短径76cmの不整楕円形を呈する。炉2は炉1の

北側に隣接し，長径72cm，短径48cmの楕円形を呈する。炉1・2はともに地床炉である。

炉1土層解脱

1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量　　　3　赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

2　暗赤褐色　焼土大・中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子微　　　　　　　　子少量

量

炉2土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

2　明赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　橙　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

－　87　－



第70図　第30号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

貯蔵穴　南西のコーナー部に位置し，長軸68cm，短軸50cmの隅丸長方形で，深さは38cmである。平坦な底面か

ら段差をともないながら外傾して立ち上がる。断面は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　3　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　4層からなる人為堆積土層である。

土層解説

1黒褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・廃土粒子・炭化粒　3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色　ローム小プロッタ・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　子少量

遺物　出土遺物は土師器細片で，中央部から南西コーナー部にかけ多数出土した。第71図1の鉢，4の器台は北

壁付近覆土下層から出土している。3の高塀，6の堀は横位の状態で南西コーナー部覆土下層から出土してい

る。5の器台，8の相は潰れた状態で北西コーナー部覆土下層から出土している。7の相は西壁付近覆土下層

－　88　－



から出土している。9の砥石は両壁付近覆土下層から出土している。

所見　本跡は，床面から多量の炭化物と焼土塊が確認されている事から焼失家屋と考えられる。遺構の形態及

び出土遺物から古墳時代前期（4世紀）の住居跡と考えられる。

一二t L∫

第71図　第30号住居跡出土遺物実測図

第30号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿⊥－！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第71図鉢A［16．2］口縁部・休部一部欠損。平底。休部口縁部内・外面ナデ，端部横ナデ。長石・雲母・パミスP129　40％

1土師器B　　8．3は内管気味に外傾しながら立ち上が体部内・外面へラ削り後ナデ。明褐色 覆土下層

C　　4．5る。頸部からさらに外傾し口緑部に

至る。

普通 口縁部・休部剥離

PL29

2

高　　珂こA［16，0］坪部片。師部外面下位に稜有り，やj不部内面丁寧なヘラ磨き，外面丁寧長石・石英・雲母P13010％

土師器B（5．7）や内攣気味に外傾しながら立ち上がなナデ。 明赤褐色 覆土中

る。 普通 PL29

－　89　－



図版番 買 器 種 桓 測酎 cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 ！ 備　 考

3

器　　 台　 A　 8．6 杯部 ・脚部∴部欠損。脚部 は 巨＼」 器受部 内面へ ラ磨 き，外面ハケ日整 長石 ・石英 ・バ ミス P 131 軸㌔
土 師 器　 8　　 8．1

D　 12．3

E　　 5．0
i

の字状 に下方に開 く。器受部 は外反

しなが ら立ち上 がる。器受部外面上

形後 ナデ。脚部内面パケ 目整形後ナ

チ　 外面ハケ 日整形後ナチ　 端部横

赤色

普通

覆土下層

P L 29

位に稜 をもつ。脚部 に 3 孔。 ナデ。器受部内 。外面及び脚部内 ・

外面赤彩。

4

器　　 台　 A ［ 出 ］

土 師 器　 B　　 8．2

D ［11．0］

E　　 5．8

杯部 ・脚部一部欠損。脚部 は 「ハ」

の字状 に下方 に開 く。器受部 は内攣

気味に外傾 しなが ら立 ち上が る。脚

部に 3 孔。器受部 中央 に単孔。

器受部内面へラ磨 き， 外面ナデ。脚 長石 ・石英 ・雲・母 P 13 2　30㌔

部内面パケ目整形後ナデ．端部横 ナ 暗赤褐色 覆土下層

デ　 外面 へラ磨 き。器受部内 ・外面 普通 P L 2 9

及び脚部外面赤彩。

器　　 台　 B （ 7」） 林部 欠損。脚部 は 「ハ」の字状 に下 脚部内 ・外面ハケ‖整形後 ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 ・P 133　50㌔

5 土 師 器　 0　 12．5 方に開 く。脚部 に 3 孔。 パ ミス 覆土下層

明褐色 P L 29

普通

柑　　 A　 ll．9 平底 。体部 は偏平な球形 を呈 し，底 目線部 内 ・外面ナチ　 端部横ナデ。 石英 ・雲母 ・パ ミス ㌘134　95％

6 土 師 器　 B　　 6．1 部か ら内攣気味に外傾 し立ち上がる。体部内 ・外面ナデ。 にぷい黄橙色 覆土下層

e　　 3．0 頸部 か ら目線部 にかけさらに外傾す

る。

普通 P L 2 9

柑　　 A　　 9．7 口緑部 ・底部一部欠損。平底。休部 目線部内 ・外面へ ラ磨 き。体部内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 ・P 13 5　80％

7 土 師 器 B　　 7．9 は偏平な球形 を呈 し，中位 に轟大径 外面ナデ。 スコリア 覆土下層
C 「 2．8］ をもつ。頸部か ら目線部 にかけ外傾 橙色 休部内面剥離

しなが ら立 ち上が る。 普通 P L 29

柑　　 A　　 8」 丸底。 目線部 。休部一部欠損。休部 口緑部 内 ・外面へラ磨 き。休部 内面 長石 ・石英 ・雲母 P 136　80％

8 土 師 器　 B　　 5．7 は偏平 な球形 を呈 し中位 に最大径 を ナチ　 外面へ ラ磨 き。 日録部 内 ・外 赤色 覆土下層

もつ。 目線部 は休部 に比べ短 く，外

傾 しなが ら立ち上が る。

面及 び休部外面赤彩。 普通 P L 29

図版番号　　 種　　　　 別
計　 測　 値 （Cの　　 ！

出土地点　　　　　 備　　 考
長　 さ　　 幅　 厚　 さ　 重量 軸　 石　 質

第号図中 砥　　 石 7・中　 ・中　 ・5 253・3 ！砂　 岩 ！覆土中＋ 「雛　 P摘

図版番号　　 種　　　　 別
計　 測　 値　 （川1） i 出 土 地 点　 備　 考

長　 さ 幅 厚　　　 さ 重量 （g）

第 71図可 不明鉄製品
（13．2） （蛸 ♭（0・4）b （抽 （10．5） 覆土下層　　　　 序 2　 PL 30
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調査前風景

遺構確認状況

第1号住居跡完掘状況



第2号住居跡完掘状況

第3号住居跡尭掘状況

第4号住居跡完掘状況



第5号住居跡完掘状況

第5号住居跡遺物出土状況

第5号住居跡遺物出土状況



第6号住居跡完掘状況

第7号住居跡完掘状況

第10号住居跡完掘状況



第10号住居跡

遺物出土状況

第10号住居跡

遺物出土状況

第12号住居跡完掘状況



第12号住居跡

遺物出土状況

第13号住居跡寛掘状況

第14号住居跡完掘状況



第15号住居跡完掘状況

第16号住居跡完掘状況

第17号住居跡完掘状況



第18・19号住居跡

完掘状況

第1い19号住居跡

遺物出土状況

第20号住居跡完掘状況



第21号住居跡完掘状況

第22号住居跡完掘状況

第23号住居跡完掘状況



第24号住居跡完掘状況

第24号住居跡

遺物出土状況

第24号住居跡

遣物出土状況



第25号住居跡完掘状況

第26号住居跡完掘状況

第27号住居跡完掘状況



第1号竪穴遺構完掘状況

第2号竪穴遺構完掘状況

第3号竪穴遺構完掘状況



旧石器出土状況

第29号住居跡完掘状況

第30号住居跡完掘状況



PL14

の牒周酎鯵

第1・2・3号住居跡出土遺物



第3・5号住居跡出土遺物

S題5－5



PL16

第5・6・7号住居跡出土遺物

くぬ



PL17

第7・10号住居跡出土遺物



PL18

第10・12号住居跡出土遺物

S112－3

令　書
17　　　　　18

懸命鯵



Sl14－1

第10・12・13・14号住居跡出土遺物

●
S112－10

Sl12－9

S113－2



PL　20

第14・15・1い17号住居跡出土遺物

SI17－7



PL　21

第17・18号住居跡出土遺物



S121－3

第18・19・2い21号住居跡出土遺物

S121－5 …一筆巨Sl21　6



第22・23・24号住居跡出土遺物



PL　24

第24号住居跡出土遺物

h4よ

無機も‥ト㍉㍉

▼　　　　・‘　　　．1．・　　　．・

S124－7



第24号住居跡出土遺物

S124－22

、㊨

S124－17　　　sl24－23



PL　26

第25・26号住居跡出土遺物

S125－6



PL　27

第1号竪穴遺構1

第26・27号住居跡，第1号竪穴遺構出土遺物



第29号住居跡，遺構外出土遺物

◎こ一◎導
7　　　　8　　　　9　　10　　11

替、≠÷二lぜ●
12　　13　　14　　15　　　16

遺構外

遺構外25

遺構外

7も2。

：；、隻
通構外 遺構外

轟・●●⑳
24　　　　　　　27　　　　28　　　　　29

‾二：＿　一山一・・・・一■

遺構外26



S130－6

第29・30号住居跡出土遺物



PL　30

23　　　　22

第2い30号住居跡，遺構外出土遺物

Sl30－9

S130－10



PL　31

遺構外出土遺物
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